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10年の道しるべ
竹田市総合計画を策定しました。

　

竹
田
市
で
は
、
今
後
10
年
間
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営

の
指
針
と
な
る
竹
田
市
総
合
計
画

「
た
け
た
活
力
創
造
計
画
２
０
０
６
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
竹
田
、
荻
、
久
住
、

直
入
各
地
域
に
設
置
さ
れ
た
地
域

審
議
会
の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺
い

な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
27
名
の
委
員

か
ら
な
る
竹
田
市
総
合
計
画
審
議

会
を
設
置
し
、
様
々
な
視
点
か
ら

議
論
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
議

会
に
お
い
て
も
慎
重
な
審
議
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
竹
田
市
初
の
総

合
計
画
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
、
夢
と
希
望
の
あ

る
計
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
は
、
そ
れ
自
体
が

目
的
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

高
度
情
報
化
等
、
急
速
に
変
化
す

る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、市
民
、地
域
社
会
と
行
政
が
連

携
を
図
り
、
お
互
い
の
信
頼
と
役

割
分
担
の
う
え
で
協
働
関
係
を
確

立
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
計
画
で
は
「
自

然
と
共
生
す
る
住
み
や
す
い
里

づ
く
り
」「
未
来
を
担
う
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」「
や
す
ら
ぎ
と
安

心
に
満
ち
た
支
え
あ
う
く
ら
し
づ

く
り
」「
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

結
び
合
う
ま
ち
づ
く
り
」「
公
民

協
働
に
よ
る
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く

り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
「
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光

都
市
」
を
築
い
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
竹
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示
し
た

「
基
本
構
想
」
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

計
画
の
構
成

　

本
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基

本
計
画
」、「
実
施
計
画
」
の
３
部

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  「
基
本
構
想
」

　

平
成
27
年
を
目
標
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
と
将
来
像
を
定

め
、
将
来
像
実
現
の
た
め
の
施
策

の
基
本
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

  「
基
本
計
画
」

　

基
本
構
想
で
示
し
た
施
策
の
大

綱
に
基
づ
き
、
将
来
像
実
現
に
必

要
と
な
る
具
体
的
な
施
策
を
分
野

別
に
体
系
化
し
て
い
ま
す
。
10
年

間
の
計
画
期
間
の
う
ち
、
必
要
に

応
じ
て
５
年
後
の
平
成
23
年
度
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

  「
実
施
計
画
」

　

基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
を
事

業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
に
、
事

業
の
優
先
順
位
や
財
政
状
況
等
に

基
づ
い
て
、
具
体
的
に
各
種
計
画

の
調
整
を
図
る
計
画
で
す
。
３
年

間
を
期
間
と
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
毎
年
度
策
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　

☎ 
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
１
、２
２
２
）

平成 18年 4月　　　　　　　　　　　　　　平成 23年 4月　　　　　　　　　　　　　　平成 28年 3月

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

実施計画

実施計画

実施計画

3年間を期間とするローリング方式で毎年策定

→
本
庁
企
画
情
報
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、　

　

各
公
民
館
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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基本構想の概要
■まちづくりの基本理念

地域連携による
人・地域社会の育成

地域特性を活かした
便利で快適な生活環境の形成

地域ブランドの創出による
活力の強化

広域的観光ゾーンの形成と
交通網体系の充実

・行政と市民との協働による市民の視点での地域運営
・市民がまちづくりに参加できる体制づくり

・生活基盤の整備を推進し居住環境の向上を図る
・市民のニーズに合った福祉サービスの充実

・交流人口の拡大と定住促進、雇用の創出
・あらゆる視点から竹田ブランド創出

・広域的な観光ゾーンの形成
・周遊性を高めるための広域的交通ネットワークの充実

具
体
的
に
は

■将来都市像

自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市

＜まちづくりの基本方針＞

自然と共生する住みやすい里づくり

未来を担う心豊かな人づくり

やすらぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり

自然の恵みを活かし結び合うまちづくり

公民協働によるふれあう地域づくり

■将来像実現のためのまちづくり戦略

重視すべき着眼点と
まちづくり戦略

Ａ

B C

安全・安心な
　竹田の「住む」

自然や地域文化を活かした
竹田の「産業・経済」

地方の時代にふさわしい
竹田の「市民社会と行政改革」

　地方の時代にふさわしい「パートナー
　シップ」を創造する公民連携づくり
・市民によるまちづくり活動の支援
・行政分野別の市民参加手法の研究と導入
・市民参加による公共サービスの仕組み
　づくり

　自然や地域文化を活かした「経済システ
　ム」を創造する竹田ブランドづくり
・地域ブランドづくりと観光 PR、広報活動
　の展開
・既成市街地・中心集落の整備
・観光ルートの整備
・ツーリズムの推進

　安全・安心な「さわやかスローライフ」　
　を創造する生活環境づくり
・多世代に対応した住宅政策の実施
・住宅地周辺の環境整備
・医療・福祉サービスの充実
・子育て支援・児童福祉の充実
・地域情報ネットワークの充実
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竹田市の将来像－「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」
　竹田市が誇る豊かで多様な自然、歴史、文化は、本市が発展を続けるために欠くことのできない貴重な地域資
源です。これらの地域資源は、本市の発展的なまちづくりにおいて重要な役割を果たします。
　自然と共生する住環境の整ったまち、歴史・文化の香りに満ちた心豊かな生活、健康で安らかな日常が保障され、
皆が活き活きと働くことのできるまち、にぎやかに行き交う人々。これが本市の将来の姿です。
　この将来の姿を実現するためには、行政と市民のパートナーシップによって、“自然・歴史・文化” を “育ん”
でいかなければなりません。それによって、本市は「名水名湯田園観光都市」として新たな発展の道を歩んでい
くことができるのです。
　竹田市総合計画では、まちづくりの将来像「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」をふまえ、５つの
基本方針を定めました。その基本方針に基づいた 32 の基本施策と、基本施策に沿って実際に実施する主要施策
を今後 10年間に実施します。
　なお、本計画で示した施策の基本的方向は、各事業担当課が作成する実施計画に反映されることになります。

 

基
本
方
針
、基
本
施
策
及
び
主
要
施
策

■
自
然
と
共
生
す
る
住
み
よ
い
里
づ
く
り

①
自
然
と
の
共
生

 

・
自
然
環
境
の
保
全

 

・
循
環
型
社
会
の
構
築

 

・
水
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
と
確

　

保

 

・
産
業
廃
棄
物
対
策

 

・
環
境
教
育
の
推
進

②
生
活
基
盤
整
備

 

・
公
営
住
宅
や
住
宅
団
地
の
整
備

 
・
上
水
道
の
整
備
促
進

 
・
簡
易
水
道
の
整
備
促
進

 

・
下
水
道
の
整
備
促
進

 

・
生
活
排
水
対
策
施
設
の
整
備

 

・
都
市
公
園
等
の
計
画
的
な
整
備

③
道
路
・
交
通
網
整
備

 

・
域
外
と
の
交
流
の
た
め
の
広
域
的
道
路
網

　

の
整
備

 

・
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
網
の
整
備

 

・
地
域
高
規
格
道
路
「
中
九
州
横
断
道
路
」

　

の
早
期
着
工
へ
向
け
た
国
へ
の
働
き
か

　

け

 

・
公
共
交
通
の
拡
充

④
情
報
基
盤
整
備

 

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
推
進
体
制
の

　

確
立

 

・
情
報
発
信
拠
点
の
整
備

⑤
土
地
利
用

 

・
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

 

・
地
籍
調
査
事
業
の
推
進

⑥
市
街
地
整
備

 

・
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

 

・
街
な
み
景
観
整
備
の
推
進

⑦
消
防
・
救
急
・
防
災
対
策

 

・
消
防
力
の
強
化

 

・
救
急
救
助
業
務
の
推
進

 

・
防
災
対
策
の
強
化

 

・
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
強
化

 

・
ダ
ム
事
業
の
推
進

⑧
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

 

・
交
通
安
全
施
設
の
整
備

 

・
交
通
安
全
教
育
の
充
実

 

・
交
通
安
全
関
連
組
織
の
充
実

 

・
防
犯
対
策
の
充
実

 

・
消
費
者
保
護
の
充
実

⑨
温
泉
の
有
効
活
用

 

・
市
営
温
泉
の
充
実

 

・
温
泉
の
高
度
利
用

 

・
泉
源
保
護
対
策

■
未
来
を
担
う
心
豊
か
な
人
づ
く
り

⑩
生
涯
学
習
の
充
実

 

・
生
涯
学
習
の
充
実
と
体
系
化

 

・
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立

 

・
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

・
そ
の
他
教
育
学
習
施
設
の
利
用
拡
大

⑪
学
校
教
育
の
充
実

 

・
幼
児
教
育
の
充
実

 

・
義
務
教
育
の
充
実

 

・
学
校
給
食
の
充
実

 

・
学
校
規
模
の
適
正
化
と
特
色
あ
る
学
校

　

づ
く
り

 
・
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
の
誘
致

⑫
社
会
教
育
の
充
実

 

・
社
会
教
育
推
進
体
制
の
整
備

 

・
社
会
教
育
機
会
の
充
実

 

・
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

 

・
公
民
館
活
動
の
推
進

⑬
歴
史
や
文
化
の
保
全
・
継
承

 

・
文
化
遺
産
の
保
護
と
継
承

 

・
郷
土
の
歴
史
や
資
料
館
、
文
化
施
設
の

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

⑭
芸
術
文
化
の
振
興

 

・
文
化
・
芸
術
活
動
の
支
援

 

・
文
化
交
流
と
情
報
発
信

⑮
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

の
支
援

 

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

　

拠
点
づ
く
り
と
連
携

 

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
交
流
機
会
の
拡

　

大

 

・
豊
か
な
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動

　

の
充
実

 

・
国
民
体
育
大
会
の
開
催

■
や
す
ら
ぎ
と
安
心
に
満
ち
た

　

支
え
あ
う
く
ら
し
づ
く
り

⑯
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

・
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
の
地
域
間
の
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
化

 

・
救
急
医
療
体
制
の
充
実

 

・
二
次
救
急
医
療
の
質
的
向
上

⑰
高
齢
者
支
援
施
策
の
充
実

 

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
促
進
と
健
康

　

づ
く
り
の
推
進

 

・
福
祉
施
策
の
拡
充

 

・
地
域
支
援
事
業
の
効
果
的
な
推
進

 

・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
か
つ
安
定
的
な
運

　

営
⑱
障
が
い
者
支
援
の
充
実

 

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実

 

・
障
害
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

・
地
域
に
お
け
る
自
立
支
援

⑲
社
会
保
障
の
充
実

 

・
低
所
得
者
福
祉
の
充
実

 

・
国
民
健
康
保
険
の
充
実
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・
国
民
年
金
の
充
実

⑳
子
育
て
支
援
の
充
実

 

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

 

・
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

 

・
児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
充
実

 

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
教
育
の
連
携

㉑
地
域
福
祉
活
動
の
強
化

 

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化

 

・
地
域
福
祉
拠
点
の
整
備

 

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

 

・
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
確
立
と
地
域
ケ
ア

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

㉒
健
康
づ
く
り
の
推
進

 

・
各
種
健
康
づ
く
り
事
業
に
よ
る
予
防
活
動

　

の
充
実

 

・
健
康
づ
く
り
組
織
の
育
成
と
環
境
整
備

■
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
結
び
合
う

　

ま
ち
づ
く
り

㉓
農
林
・
畜
産
業
の
振
興

 

・
農
産
物
の
生
産
振
興

 

・
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
と
農
業
起
業

　

者
の
育
成

 

・
農
産
物
加
工
所
、
直
売
所
の
整
備
と
流

　

通
体
制
の
整
備

 

・
畜
産
の
振
興

 

・
農
村
環
境
の
整
備
・
保
全

 

・
特
用
林
産
物
の
振
興

 

・
産
業
振
興
に
資
す
る
道
路
整
備

 

・
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
と
多
面
的
活

　

用

 

・
施
設
園
芸
の
振
興

 

・
研
究
機
関
・
観
光
産
業
と
の
連
携

 

・
経
営
感
覚
に
優
れ
た
経
営
体
の
育
成

㉔
内
水
面
漁
業
の
振
興

 

・
河
川
、
ダ
ム
漁
業
環
境
の
充
実

 

・
養
殖
業
者
の
支
援

㉕
商
業
の
振
興

 

・
中
心
市
街
地
及
び
各
商
店
街
の
活
性
化

 

・
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
商
業
形

　

態
の
創
出

 

・
起
業
化
の
推
進

㉖
工
業
（
製
造
業
）
の
振
興

 

・
企
業
誘
致
と
就
労
環
境
の
整
備

 

・
起
業
化
支
援
の
充
実

㉗
観
光
の
振
興

 

・
広
域
的
な
周
遊
型
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

確
立

 

・
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
観
光
資
源
の
付
加
価

　

値
化
の
促
進

 

・
効
果
的
な
観
光
情
報
の
発
信

 

・
地
域
資
源
の
有
効
活
用

 

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
都
市
住
民
と
の
交
流

　

促
進

 

・
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
と
保
養
温
泉
地
環

　

境
の
整
備

 

・
稲
葉
ダ
ム
周
辺
整
備
に
よ
る
観
光
振
興

 
・
観
光
の
担
い
手
の
育
成

㉘
就
労
環
境
の
整
備

 
・
雇
用
・
勤
労
者
対
策

■
公
民
協
働
に
よ
る
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り

㉙
地
域
経
営
の
推
進

 

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
化

 

・
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

 

・
適
正
な
人
員
配
置
計
画
の
推
進

 

・
効
率
的
な
行
政
運
営
推
進

 

・
財
政
基
盤
の
強
化

㉚
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化

㉛
人
権
の
尊
重

 

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進

 

・
女
性
の
働
く
環
境
の
充
実

 

・
人
権
教
育
の
支
援

 

・
同
和
対
策
の
推
進

32
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
の
充
実

 

・
地
域
間
交
流
の
充
実

 

・
国
際
交
流
の
充
実

 

・
国
際
化
に
対
応
し
た
人
・
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
本
計
画
で
は
将
来
像
実
現
の
た

め
に
三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
組
み
立

て
ま
し
た
。

Ａ　

安
全
・
安
心
な
「
さ
わ
や
か
ス
ロ
ー

　

ラ
イ
フ
」
を
創
造
す
る
生
活
環
境
づ
く
り

Ｂ　

自
然
や
地
域
文
化
を
活
か
し
た
「
経

　

済
シ
ス
テ
ム
」
を
創
造
す
る
竹
田
ブ
ラ

　

ン
ド
づ
く
り

Ｃ　

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
パ
ー

　

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
創
造
す
る
公
民
連

　

携
づ
く
り

　

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は
、
決
し

て
大
規
模
な
開
発
事
業
や
斬
新
な
制
度
改

革
を
目
玉
事
業
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
合
併
に
よ
り
革
新
の
条
件
が
整
っ

た
新
生
竹
田
市
に
お
い
て
「
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
ん
な
観
点
に
立
ち
、
何
か
ら

は
じ
め
る
か
」
と
い
っ
た
着
眼
点
と
シ
ナ

リ
オ
を
見
定
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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10月7日㈯、8日㈰
久住グリーンフィールド
　  　　 （久住町グライダー滑空場）他

  イベント案内

10月7日㈯
■第36回久住高原祭り・第5回久住高原牛肉祭り
　10:00～15:00
■地域物産展　10:00～15:00
□第23回竹田薪能　16:30～19:00
　（三日月岩前水上舞台［岡本］）
□ミュージカル「カントリーチャレンジャー」
　18:30～20:30（くじゅうサンホール［久住］）

10月8日㈰
■地域物産展　11:00～19:45
■ TAO公演「BEAT OF GLOBE 2006 SPECIAL」
　16:00～17:00　夕暮れ～約1時間
■花火大会　19:00～19:45

  その他の1周年記念事業
□竹田市発足1周年記念事業
　「健康のまちづくり推進大会」　
　12:40～
　（10月1日/竹田市文化会館）

﹁
豊
後
牛
を
食
べ
に
行
こ
う
﹂

　
　

―

第
36
回
久
住
高
原
祭
り
・
第
５
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り―

「
訪
れ
た
人
だ
け
が
目
撃
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演―

「
高
原
の
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
華
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

花
火
大
会―

久住高原祭り
ステージプログラム

10:00　秋・久住高原フェスタ開会式
10:30　オープニング太鼓「くたみ太鼓」
11:10　岡本子ども神楽
11:40　久住高原「大もちまき大会」
12:00　ロールペイント大会表彰式
12:30　大分県警吹奏楽
13:20　岡本子ども神楽
13:50　ビエント（阿蘇）
14:30　特産品オークション
15:00　ステージイベント終了
※内容は変更する場合があります。

　

竹
田
市
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ
る
「
久
住
高
原
」
に
は
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
久
住
高
原
の
魅
力
を
市
内

外
に
宣
伝
す
る
た
め
、
新
市
発
足
１
周
年
を
記
念
し
、「
久
住
高

原
祭
り
・
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
」・「
花
火
大
会
」、「
Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
」

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
旧
市
町
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
竹
田
・
久
住
・

荻
・
直
入
地
域
が
一
体
と
な
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
全
市
民

が
一
つ
に
な
っ
て
、
新
竹
田
市
の
将
来
の
発
展
に
向
け
た
一
歩
を

踏
み
出
す
契
機
に
し
ま
し
ょ
う
。
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チ
ケ
ッ
ト
販
売

Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
「BEAT O

F GLO
BE 

2006 SPECIAL
」

　

〜
竹
王
國
乃
誕
生
祭
〜

　

指
定
席　
　

４
、０
０
０
円

　

自
由
席
大
人
３
、０
０
０
円

　

自
由
席
小
人
（
中
学
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　

当
日
は
各
５
０
０
円
ア
ッ
プ

●
お
問
い
合
せ

　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
予
約
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０‒

０
２‒

９
９
９
９

　

企
画
情
報
課
内
「
秋
・
久
住
高

　

原
フ
ェ
ス
タ
」
実
行
委
員
会

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

※
こ
の
他
、
各
総
合
支
所
、
コ
ン

　

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

　

求
め
で
き
ま
す
。

第
23
回
竹
田
薪
能

演
目　

能
「
清
経
」・
狂
言
「
察
化
」

　

前
売
自
由
席
４
、０
０
０
円

　
（
当
日　　
　

５
、０
０
０
円

　

高
校
生
ま
で
２
、０
０
０
円
）

　

指
定
席　
　

６
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
商
工
会
議

　

所　

☎
63‒

３
１
６
１

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
カ
ン
ト
リ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　

自
由
席
大
人
２
、０
０
０
円

　

自
由
席
小
人
１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒

０
７
１
７

 

交
通
・
駐
車
場
等

　

久
住
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

の
一
般
車
両
の
乗
り
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
フ
ェ
ス
タ
開
催

期
間
中
は
、
久
住
高
原
荘
の
先
か

ら
会
場
に
向
か
う
道
は
通
行
で
き

ま
せ
ん
。
会
場
へ
の
移
動
は
、
く

し
ふ
る
の
里
、
久
住
高
原
荘
等
に

設
け
ら
れ
た
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
下

図
参
照
）。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
１

回
１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

竹
田
薪
能
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

豊
後
竹
田
駅
前
か
ら
会
場
ま
で
無

料
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

 

そ
の
他

　

雨
等
の
都
合
に
よ
り
、
竹
田
薪

能
は
竹
田
市
文
化
会
館
に
会
場
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

荒
天
の
場
合
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
、

花
火
大
会
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
内
「
秋
・
久
住
高

　

原
フ
ェ
ス
タ
」
実
行
委
員
会

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

「縄文時代、稲作を伝えた人々。江戸時代、津波と戦った人々」
　　　　－劇団ふるさときゃらばんミュージカル「カントリーチャレンジャー」－

「滅びる平家の悲しみ『清経』、うっかり詐欺師を連れ帰る『察化』」
　　　　－第 23回竹田薪能－

久住グリーンフィールド周辺

三日月岩周辺

※天候の変化により、会場はかなり
　温度が下がります。
　温かい服装でお越しください。

ボランティア募集
　秋・久住高原フェスタでは、会
場づくりのための竹切り、会場の
設営、当日の運営、片づけなどに
多くの市民の皆さんのご協力をい
ただきたいと考えています。イベ
ントを盛り上げ、成功させるため、
ボランティアにご協力をお願いし
ます。ぜひお申し出ください。

※チケット裏の地図も
　ご覧ください。
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C. ケーブルテレビって何？
ケーブルテレビ局と各家庭を直接ケーブルで結んで映
像を配信します。山や建物による電波障害などもなく
なります。ケーブルテレビでは多チャンネルそしてイ
ンターネットとブロードバンド環境まで整います。

地上波・BS・CS のアンテナ等を新設する
費用や、故障・破損時のメンテナンス費
用がなく、お得です。

地上波デジタル放送区域内
地上波デジタル放送区域外

※地上波では、デジタル放送が受信できない 
　地域ができる可能性があります。

整備状況によっては、サービスにIP 電話や 
インターネットもできるようになります。

竹田地域

無料
又は
定額

3分
8.4円

3分
8.4円

竹田地域外

地上デジタル放送に関するお問い合せ先
総務省地デジコールセンター  ☎ 0570-07-0101
（平日 9:00 ～ 21:00　土曜・日曜・祝祭日 9:00 ～ 18:00）

●お問い合せ　総務企画部企画情報課まちづくり・情報化推進係　☎ 63-1111（内線 223 ～ 225）

一般固定電話

地上放送の
デジタル化

IP電話導入例
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2011年7月24日までにアナログテレビ放送
は終了し、デジタル放送に完全に移行します。

アナログテレビ放
送の停止は国会で
きまったんじゃの！

平成 13 年の電波法改正により、アナログテレ
ビ放送による周波数の使用を 10 年以内に停止
することとされました。これを踏まえて作成さ
れた放送用周波数使用計画（チャンネルプラン）
等において、その使用期限は平成 23（2011）
年 7月 24 日（計画変更の公示の日（平成 13年
7月 25 日）から起算して 10 年目の日）と規定
されました。

地上デジタル放送を視聴するには？

次のページへ

A. デジタル対応テレビ B.デジタルチューナー

現在市販されているデジタル放
送に対応しているテレビには、
このマークがついています。

チューナーには、地上デジタル専用チューナーか
地上デジタル対応のDVDレコーダーもしくは HD
レコーダーがあります。機能を確認の上、設置し
てください。地上デジタルマーク

C. ケーブルテレビで視聴するB. デジタルチューナーを買い足すA. テレビを買い換える

現在アナログテレビをお使いの方は、
地上デジタル放送対応テレビをお買
い求めになれば、ハイビジョンの高
画質やデータ放送等のデジタル機能
をお楽しみいただけます。テレビに
よって、機能、特徴等が異なります
ので、詳しくは店頭でご確認くださ
い。※ＵＨＦアンテナの設置が別途必要な
場合があります。

現在お使いのアナログテレビをアナ
ログ放送終了後もそのままお使いに
なる場合は、デジタルチューナーを
買い足す必要があります。なお、お
使いのテレビの機種によってはハイ
ビジョン放送や一部のデジタル機能
をお楽しみいただけない場合があり
ます。※ＵＨＦアンテナの設置が別途必要
な場合があります。

ケーブルテレビ専用のセットトップ
ボックスを使用し、現在お使いのア
ナログテレビで地上デジタルテレビ
放送をご覧になれる場合があります。
ケーブルテレビによっては、地上デ
ジタル対応テレビやデジタルチュー
ナーが必要な場合もございますので、
詳しくはお近くのケーブルテレビ局
にお問い合わせください。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

下竹田
小学校

白　丹
小学校

　

 

人
と
て
も
仲
良
し
！

　

下
竹
田
小
学
校
は
、
全
校
23

人
、
み
ん
な
と
っ
て
も
仲
良
し

で
す
。
全
校
の
児
童
が
一
輪
車

乗
り
に
取
り
組
ん
で
、
今
で
は

全
員
が
一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
活
気
に
満
ち
た
楽
し
い
学

校
」「
思
い
や
り
に
満
ち
た
や
さ

し
い
学
校
」「
信
頼
に
満
ち
た
地

域
の
学
校
」
を
め
ざ
し
、
課
題

を
明
確
に
し
た
授
業
、
全
校
縦

割
り
班
活
動
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

児
童
会
で
は
「
23
人
23
色
つ

な
が
り
あ
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、８
の
日
運
動
（
５

と
３
を
た
し
た
８
の
つ
く
日
の

ご
み
拾
い
）・
交
通
安
全
・
ハ
ー

ト
ポ
ス
ト
を
企
画
し
、
み
ん
な

笑
顔
の
楽
し
い
学
校
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
は
学

校
に
対
し
て
協
力
的
で
、
学
校

行
事
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
甲
斐
明
正
）

 

運
動
大
好
き
白
丹
っ
子

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
も
元
気
に
朝
の
体
力
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
」

　

放
送
委
員
の
爽
や
か
な
か
け

声
か
ら
白
丹
小
学
校
の
一
日
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

親
の
代
か
ら
し
っ
か
り
と
受

け
継
が
れ
た
34
年
間
の
体
育
研

究
の
継
続
に
よ
り
、
運
動
大
好

き
な
白
丹
っ
子
が
育
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
体
育
用
具
の
充

実
は
地
域
の
方
の
ご
協
力
の
賜

で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
「
食
」
を
中
心

と
し
た
基
本
的
生
活
習
慣
に
も

保
護
者
の
方
と
連
携
を
図
り
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
校
児
童
47
人
は
仲
が
良
く
、

高
学
年
が
低
学
年
の
お
世
話
を

よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

体
育
で
培
っ
た
集
中
力
・
持

続
力
で
、
他
の
学
習
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
白
丹
っ

子
で
す
。  

　
　
　
　
　
　
（
河
野
れ
い
子
）

23

先
月
号
の
あ
ら
す
じ

　

ロ
シ
ア
と
日
露
戦
役
の
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
を
締
結
し
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
無
事
帰
国
し
た
外
務
大
臣

「
小
村
寿
太
郎
」
は
、
新
橋
に

い
る
馴
染
み
の
芸
者
の
も
と
を

訪
れ
、
約
束
の
お
土
産
と
し
て

古
い
英
字
新
聞
に
く
る
ま
れ
た

小
包
を
取
り
出
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
を
土
産
に
受
け
取
っ
て

く
れ
」

　

美
し
い
小
箱
か
美
し
い
包
装

紙
に
包
ま
れ
た
衣
類
等
の
舶
来

品
を
期
待
し
て
い
た
彼
女
が
そ

れ
を
開
け
て
み
る
と
、
何
と
イ

ン
ク
壷
と
ペ
ン
軸
で
し
た
。
驚

い
た
彼
女
は
失
望
し
な
が
ら

「
こ
ん
な
も
の
欲
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
わ
」
と
言
い
ま
し
た
。

小
村
は
「
ま
あ
〜
そ
う
云
わ
ず

に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と

云
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
新
聞
記

者
が
彼
女
の
も
と
を
訪
ね
て
き

ま
し
た
。
大
臣
が
土
産
話
や
土

産
品
を
置
い
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
察
し
て
の
こ
と
で
す
。

　

土
産
品
の
こ
と
を
聞
い
た
記
者

は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
早
速
記

事
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
そ
の
記
事
に
目
を
留
め

た
東
京
帝
室
博
物
館
館
長
は
、
他

の
誰
か
に
先
を
越
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
、
館
員
に
多
額
の

金
子
を
持
た
せ
、
新
橋
の
芸
者

の
も
と
に
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

幸
い
願
い
が
か
な
っ
て
、
そ

の
イ
ン
ク
壷
と
ペ
ン
軸
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
館
長
は
、

大
型
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に

こ
の
二
品
を
収
め
「
外
務
大
臣

小
村
寿
太
郎
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

約
締
結
に
使
用
の
品
」
と
墨
色

鮮
明
な
木
片
を
添
え
て
置
き
ま

し
た
。
こ
の
二
品
は
今
も
館
内

に
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

﹇
福
田
さ
ん
の
後
書
き
﹈

　

条
約
締
結
に
使
っ
た
こ
の
二

品
こ
そ
、
ど
ん
な
舶
来
品
の
衣

類
や
装
飾
品
よ
り
も
、
後
々
価

値
あ
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
見

通
し
た
小
村
寿
太
郎
の
英
才
、

知
恵
の
深
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

福田さんの"世界の民話＂日本編「インク壷とペン軸」後編
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つれづれ
　   えっせい

⑫

　

伊
藤
孝
氏
は
大
正
12
年
旧

下
竹
田
村
に
生
ま
れ
、
県
立

竹
田
中
学
校
か
ら
九
大
医
学

部
を
卒
業
し
、
太
平
洋
戦
争

直
後
長
湯
に
開
業
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
再
び
志
を
立
て

昭
和
25
年
九
州
大
学
別
府
温

泉
研
究
所（
温
研
）に
入
所
し
、

29
年
医
学
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
湯
の

医
院
を
改
築
し
院
内
に
温
泉

施
設
を
備
え
て
、
長
湯
温
泉

の
医
学
的
効
果
を
検
証
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
入
浴

す
る
と
皮
膚
か
ら
豊
富
な
炭

酸
ガ
ス
を
吸
収
し
、
血
管
を

拡
張
さ
せ
て
血
流
を
促
進
し
、

そ
の
こ
と
が
関
節
リ
ウ
マ
チ

や
坐
骨
神
経
痛
の
痛
み
や
疲

医学的見地から長湯温泉を知らしめた伊藤孝ドクター
労
回
復
、
糖
尿
病
等
に
効
果

の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
氏
は
こ
れ
ら
の
成
果

を
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学

会
や
全
国
炭
酸
泉
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
静
か
で
地
道
な

研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
湯

治
静
養
観
光
型
の
長
湯
温
泉

が
医
療
的
に
見
直
さ
れ
、
効

果
が
あ
る
こ
と
が
次
第
に
知

ら
れ
、
中
国
地
方
か
ら
の
患

者
や
文
字
通
り
心
身
の
癒
し

を
求
め
る
来
訪
者
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
も
相
ま
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
合
宿
練
習

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
は
、
医
学
医
療
功
労
者

と
し
て
町
、県
、厚
生
大
臣
表

彰
等
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

平
成
12
年
に
76
歳
で
逝
去
し

ま
し
た
。
ご
子
息
の
伊
藤
恭

医
師
は
父
の
遺
志
を
継
い
で

院
内
の
温
泉
を
利
用
し
た
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い

ま
す
。　
　
　
（
清
水
誠
一
）

　

２
０
０
６
年
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

の
再
開
。
今
年
３
か
国
目
の
行
く

先
は
、
南
半
球
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

日
本
の
約
20
倍
の
国
土
、
東
西
の

時
差
は
２
時
間
と
い
う
こ
の
広
大

な
国
で
、10
都
市
の
ツ
ア
ー
を
行
う
。

　

初
め
て
訪
れ
る
こ
の
国
で
、
公

演
前
か
ら
券
の
完
売
が
続
き
、
追

加
公
演
も
決
ま
っ
た
。
ま
だ
名
の

知
ら
れ
な
い
こ
の
土
地
で
、
Ｔ
Ａ

Ｏ
の
舞
台
を
楽
し
み
に
待
つ
人
達

が
大
勢
い
る
。
そ
の
事
実
に
興
奮 「新たなる異国の地で」

第12回

T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

→
伊
藤
孝
医
師

 

花
火

　

火
薬
と
金
属
の
粉
末
を
混
ぜ
て

包
ん
だ
も
の
に
火
を
付
け
、
爆
発

音
や
火
花
の
色
等
を
楽
し
む
も
の

を
花
火
と
い
い
ま
す
。
そ
の
色
は

金
属
の
炎
色
反
応
を
利
用
し
て
出

し
て
い
る
た
め
、
混
ぜ
合
わ
せ
る

金
属
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
な
色

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

花
火
は
、
取
り
扱
い
や
打
ち
揚

げ
に
免
許
が
必
要
な
大
型
の
打
揚

花
火
や
仕
掛
花
火
と
、
玩
具
店
等

で
販
売
さ
れ
る
小
型
の
お
も
ち
ゃ

花
火
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

発
明
さ
れ
た
時
期
に
は
複
数
の

説
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
で
発
明

さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う

で
す
。
日
本
で
は
、
16
世
紀
の
鉄

砲
伝
来
以
降
に
製
造
が
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
け
声
で
馴
染
み
深
い
「
玉
屋
」

「
鍵
屋
」
は
、
共
に
江
戸
期
の
花

火
業
者
で
し
た
。

を
覚
え
る
と
共
に
、
ご
く
一
般
的

に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
根
付

い
た
異
国
の
文
化
を
、
う
ら
や
ま

し
く
思
っ
た
。

　

昨
年
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
原
住
民
マ
オ
リ
族
に
よ
る
歓

迎
の
儀
式
を
受
け
、
魂
に
響
く
ほ

ど
の
感
動
か
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
新
た
な

名
曲〝
Ｍ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
〞
が
生
ま
れ
た
。

今
年
の
ド
イ
ツ
ツ
ア
ー
で
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
に
触
れ
な
が
ら
故
郷
久
住

を
望
郷
し
、〝
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
〜
回
帰

〜
〞
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
今
回
、

雄
大
な
自
然
と
多
く
の
民
族
や
文

化
を
持
つ
広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
何

に
触
れ
、
何
に
感
動
し
、
ど
の
よ

う
な
作
品
を
生
み
出
す
の
だ
ろ
う

か
。
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

　
（
海
外
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

佐
藤　

絵
麻
）
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平成18年度成人式開催
　　－夏最後の成人式

↑誓いの言葉を述べる倉原里奈さん

↑会場に集まった成人者の皆さん
　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

成
人
者
３
２
１
人
を
対
象
と
し

た
平
成
18
年
度
竹
田
市
成
人
式

を
、
８
月
16
日
に
竹
田
市
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

成
人
者
代
表
と
し
て
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
た
倉
原
里
奈
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
責
任
を

果
た
し
社
会
を
支
え
る
こ
と
で
、

社
会
は
今
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
市
で
は
平
成
19
年
か

ら
１
月
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

ボールを追って第２回

市民球技大会

　

第
２
回
市
民
球
技
大
会
が
、
８

月
６
日
に
市
内
各
所
の
会
場
で

い
っ
せ
い
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
地
区
の
市
民
が
８
競
技
に
参

加
。
じ
り
じ
り
と
太
陽
が
照
り
付

け
る
空
の
下
で
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
３
地
区
は
次
の
と

お
り
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

優
勝
：
玉
来
、
準
優
勝
：
松
本
、

３
位
：
豊
岡

↑ジャンプして、キャッチして（軟式野球）

↑ 8地区が参加したソフトテニス

　

８
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
、
竹
田
市
、
音
楽
姉
妹
都
市
柳

川
市
、
友
好
都
市
延
岡
市
の
子
ど

も
た
ち
が
共
同
生
活
で
交
流
を
深

め
る
少
年
少
女
体
験
交
流
会
が
柳

川
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
陶
芸
や
茶
道
に
挑
戦
し

て
、
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
楽
し
い
夏

休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

ドイツ総領事、来竹

　

大
分
県
を
訪
れ
た
大
阪
・
神
戸

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
事
館
の

ゲ
ロ
ル
ト
・
ア
メ
ル
ン
ク
総
領
事

が
、７
月
20
、21
日
に
竹
田
市
を
訪

れ
ま
し
た
。長
湯
温
泉
を
視
察
、日

独
協
会
直
入
支
部
の
皆
さ
ん
と
歓

談
し
た
総
領
事
は
牧
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、竹
田
と
の
交
流
が
深
ま
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

で
は
、
親
子
で
米
食
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
８
月
17
日

に
「
親
子
で
食
育
！
味
覚
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

数
種
類
の
塩
と
５
種
類
の
ご
飯
か

ら
、
お
い
し
い
組
み
合
わ
せ
で
お

に
ぎ
り
を
作
る
た
め
、
参
加
者
は

真
剣
に
味
見
を
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

↑出場選手の皆さん

訓
練
の
成
果
、

存
分
に
発
揮
！

県
消
防
操
法
大
会

↑トビを持って火点に走る！

　

第
20
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
を
、
７
月
30
日
に
久

住
高
原
の
「
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン

練
習
コ
ー
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
武
蔵
町
出
身
の
女
性
ラ
ン

ナ
ー
奥
永
美
香
（
九
電
工
）
選
手

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
５
６
５
人
が

出
走
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
畜
産
試
験
場
で

久
住
高
原
そ
よ
風
ウ
ォ
ー
ク
が
開

催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
人
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
り
し
も
台
風
10
号
が
上
陸
し

た
８
月
18
日
、
竹
田
市
の
露
地
か

ぼ
す
選
果
始
動
式
が
、
大
分
み
ど

り
農
協
か
ぼ
す
選
果
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
収
穫
は
や
や
良
と
見
込

ま
れ
、ハ
ウ
ス
物
、露
地
物
、
中
長

期
貯
蔵
物
等
を
合
わ
せ
て
８
５
０

㌧
が
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。 今年はやや良、露地かぼす

　

８
月
17
日
、
荻
総
合
支
所
は
今

年
で
27
回
目
と
な
る
「
ト
マ
ト
愛

の
定
期
便
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
分
み
ど
り
農
協
ト
マ
ト
部
会
か

ら
提
供
さ
れ
た
真
っ
赤
な
ト
マ
ト

を
抱
え
、
民
生
児
童
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
４
施
設
を

訪
問
し
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

愛のトマトをあなたの元へ
　

８
月
10
日
、
国
土
交
通
省
大
分

河
川
国
道
事
務
所
で
、
竹
田
市
に

道
の
駅
な
が
ゆ
温
泉
の
登
録
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
道
の
駅
な
が

ゆ
温
泉
は
、
温
泉
館
「
御
前
湯
」

と
物
産
館
「
お
ん
せ
ん
市
場
」
及

び
旧
役
場
跡
地
利
用
施
設
を
含
め

一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
平
成
19

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。 直入に新たな道の駅

「
私
は
フ
ィ
ン
ク
・
ジ
ュ
リ
ウ
ス
と

申
し
ま
す
。
23
歳
で
す
。
８
月
か

ら
竹
田
市
で
国
際
交
流
員
と
し
て

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
ド
イ
ツ
で
す
が
、６
歳

の
時
ス
イ
ス
に
引
越
し
、２
０
０
６

年
に
ベ
ル
ン
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

日
本
に
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け

は
、
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の

頃
、
父
の
知
り
合
い
の
日
本
人
が

日
本
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
た

こ
と
で
し
た
。
そ
の
話
に
魅
か
れ
、

早
速
大
学
が
休
み
の
間
、
愛
知
県

の
日
本
語
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
日
本
へ
の
興
味
は

愛
に
発
展
し
、
留
学
生
と
し
て
再

び
来
日
、
慶
応
大
学
や
横
浜
国
立

大
学
で
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
ま

す
ま
す
引
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
が
私
を
受
け
入
れ
歓

迎
し
て
く
れ
た
恩
を
返
す
た
め
に

も
、
竹
田
市
で
一
所
懸
命
務
め
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

第
24
回
大
分
県
消
防
操
法
大
会

が
、
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
強
い
雨
の
中
、
竹
田
市
代
表

の
直
入
方
面
隊
第
１
分
団
（
小
型

ポ
ン
プ
）、
直
入
方
面
隊
第
２
分

団
（
ポ
ン
プ
車
）
は
厳
し
い
訓
練

の
成
果
を
堂
々
と
発
揮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
準
優
勝
、
３
位
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
式
前
に
は
な
お
い

り
保
育
園
の
園
児
が
、
見
事
な
ち

び
っ
こ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
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まちの話題

↑ 7月 22 日、竹田夏越祭り

↑ 7月 29 日～ 31 日、日本一炭酸泉祭り↑ 8月 5日、たけた夏物語－七夕 竹風鈴

↑ 8月 4日～ 5日、久住夏越祭り↑ 8月 15 日、竹田盆踊り大会

夏、楽しむ
　まちのお祭り

　

夏
の
祭
り
が
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
原
八
幡
社
か
ら
御
輿
を
迎
え
る
竹
田
夏
越
祭
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

や
魚
の
つ
か
み
取
り
が
に
ぎ
わ
う
日
本
一
炭
酸
泉
祭
り
、
４
地
区
の
勇
壮

な
山
車
が
街
中
を
巡
る
久
住
夏
越
祭
り
、
竹
を
中
心
に
し
た
た
け
た
夏
物

語―

七
夕 

竹
風
鈴
、
２
年
ぶ
り
の
盆
踊
り
大
会
等
…

　

参
加
し
た
人
々
は
、
陽
気
に
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

私たちの防災計画
　

竹
田
地
区
上
角
西
自
治
会
（
羽

田
野
省
三
会
長
・
39
世
帯
）
で
は
、

自
治
会
独
自
の
自
主
防
災
規
約
を

策
定
し
、
災
害
に
備
え
た
自
主
防

災
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
急
傾
斜

地
が
多
い
土
地
柄
、
前
々
自
治
会

長
の
頃
か
ら
策
定
が
検
討
さ
れ

て
い
た
も
の
が
よ
う
や
く
で
き
あ

が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

涼
し
く
な
る
頃
に
は
防
災
訓
練

も
行
い
た
い
と
、
羽
田
野
会
長
は

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

愛育班、嫗岳に誕生

　

高
齢
者
へ
の
声
か
け
運
動
、ジ
ャ

ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
や
ク
ー
ニ
ャ
ン
の

栽
培
活
動
等
、荻
地
域
、直
入
地
域

で
活
動
を
行
っ
て
い
る
愛
育
班
が
、

嫗
岳
地
区
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
地
域
で
は
初
の
結
成
で
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
が
さ
ら
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

サッカー少年へ良い便り

　

ニ
ッ
セ
イ
財
団
が
児
童
・
少
年

の
健
全
育
成
助
成
事
業
の
一
環
と

し
て
、大
分
県
を
通
し
て
、県
内
の

６
団
体
へ
用
具
等
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
竹
田
Ｆ
Ｃ
ア
ヴ
ァ

ン
ツ
ァ
ー
レ
に
は
サ
ッ
カ
ー
・

フ
ッ
ト
サ
ル
ゴ
ー
ル
一
式
が
贈
ら

れ
、
広
瀬
岳
君
が
目
録
を
知
事
か

ら
受
け
取
り
ま
し
た
。
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竹田市職員採用試験のご案内
　竹田市では、次のとおり平成 19年度採用職員の募集を行います。
【試験職種・採用予定人員】
○一般事務 ( 身体障がい者を含む )・1名　○総合土木・1名　○保健師・1名　○消防士・4名
【受験資格】
　○一般事務 ( 身体障がい者を含む )
　　①昭和54年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人　②高等学校卒業程度の学力を有する人
　　　［身体障がい者の方］受験申込時にお知らせください。
　　①身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人　②自力により通勤ができ、
　　かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な人　③活字印刷文による出題に対応できる人
　○総合土木
　　①昭和54年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人　②高等学校卒業程度の学力を有する人
　○保健師
　　①昭和54年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人　②保健師助産師看護師法に規定する保
　　健師の資格を有する者（採用日までに取得見込みの人を含む）
　○消防士（救急救命士有資格者を含む）
　　①昭和57年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人　②高等学校卒業程度の学力を有する人
　　③心身ともに健全で、日本国籍を有する男性の方　④視力（矯正視力を含む）が、両眼で 1.0 以上、
　　かつ一眼でそれぞれ 0.5 以上、聴力・色覚が正常で、四肢いずれも正常な人　⑤普通自動車（オート
　　マチック限定を除く）運転免許取得者又は平成 19年 3月 31 日までに取得見込みの人（高等学校在
　　学中の人は例外あり）
【その他の受験資格】
　（1）採用後は、原則として竹田市内に居住できる人とします。
　（2）一般事務は、性別及び日本国籍の有無を問いません。消防士は、日本国籍を有する人とします。
　（3）消防士は、採用後 5年以内に、中型自動車運転免許（一種）以上を取得することとします。
　（4）地方公務員法第 16条該当者は、この試験を受験できません。
【試験の日時及び試験会場】
　○第 1次試験　　平成 18年 10月 15 日㈰　大分県立竹田商業高校
【受付期間等】（全試験区分とも）
　○受付期間　平成 18年 9月 1日㈮から平成 18年 9月 20日㈬まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　8時 30分から 17時まで
　○受付場所　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650 番地　竹田市役所総務企画部総務課職員係
　※郵送による申込みは、9月 20日㈬までの消印があるものに限り受け付けます。
【第 1次試験の方法及び内容】
　○受験者全員　　　教養試験（公務員としての必要な一般知識等についての択一式による筆記試験）
　○総合土木・保健師受験者　専門試験（専門的知識、能力、技術等について択一式による筆記試験）
　○消防士受験者　健康診断・体力試験（消防士として必要な持久力、体力の有無についての検査及び
　　　　　　　疾病等について検査）
【受験案内・申込書類】
　○全試験区分とも、竹田市役所総務企画部総務課（本庁舎 2階）及び荻・久住・直入の各総合支所地
　　域振興課に用意しています。また、消防士については、消防本部庶務課にも用意しています。
　○受験案内は、竹田市の公式ホームページにも掲載しています。試験案内及び申込書等を印刷して利
　　用できます。
【お問い合わせ先】
　竹田市役所総務企画部総務課職員係（本庁舎 2階）
　〒 878-8555　大分県竹田市大字会々 1650 番地　☎ 0974-63-1111（内線 216）
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

「
う
つ
」
と
「
自
殺
」

 

「
う
つ
病
」
の
こ
と

　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、

「
う
つ
病
」
が
話
題
に
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

  
う
つ
病
は
、
決
し
て
珍
し
い
病

気
で
は
な
く
、
国
民
の
約
15
人
に

１
人
が
経
験
し
て
お
り
、
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病

気
で
す
。

　

人
は
い
ろ
い
ろ
な
事
で
気
分
が

落
ち
込
み
元
気
が
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
た
い
て

い
は
一
時
的
な
こ
と
で
、
自
分
の

力
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
生
活
を

続
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
う
つ
病

は
、
気
分
の
落
ち
込
み
や
や
る
気

の
な
い
状
態
が
長
く
続
き
、
日
常

生
活
に
支
障
が
で
た
り
、
本
人
が

非
常
に
つ
ら
い
思
い
を
す
る
病
気

で
、
医
療
の
助
け
や
周
囲
の
支
援

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
低
下
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

の
原
因
に
な
っ
た
り
、
病
気
を
悪

化
さ
せ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
自

殺
の
恐
れ
も
で
て
き
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
周
囲
の
人
が
変
化
に

気
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

 

う
つ
病
の
サ
イ
ン
（
自
覚
症
状
）

 

・
悲
し
い
、
憂
う
つ
な
気
分
、
沈

　

ん
だ
気
分

 

・
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽

　

し
く
な
い

 

・
疲
れ
や
す
く
、
元
気
が
な
い（
だ

　

る
い
）

 

・
気
力
、
意
欲
、
集
中
力
の
低
下

　

を
自
覚
す
る
（
お
っ
く
う
）

 

・
寝
つ
き
が
悪
く
て
、
朝
早
く
目

　

が
さ
め
る

 
・
食
欲
が
な
く
な
る

 
・
人
に
会
い
た
く
な
く
な
る

 

・
夕
方
よ
り
朝
方
の
方
が
気
分
、

　

体
調
が
悪
い

 

・
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考

　

え
が
堂
々
め
ぐ
り
す
る

　

こ
の
よ
う
な
心
の
症
状
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
場
合
、
頭
痛
、
倦

怠
感
、
肩
こ
り
、
便
秘
や
下
痢
等
、

身
体
に
も
症
状
が
現
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
本
人
も
周
囲
も
身
体
症

状
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
し
ま
う

の
で
、
病
気
が
見
逃
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

家
族
や
周
囲
が

　

気
づ
き
や
す
い
サ
イ
ン

 

・
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、

　

元
気
が
な
い

 

・
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
る

 

・
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、

　

ミ
ス
が
増
え
る

 

・
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う

　

に
な
る

 

・
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
（
欠
席
）

　

が
増
加
す
る

 

・
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を
し

　

な
く
な
る

 

・
飲
酒
量
が
増
え
る
、
等

 

周
囲
の
人
た
ち
の

　

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

 

・
う
つ
病
の
方
は
几
帳
面
で
が
ん

　

ば
り
屋
が
多
い
の
で
、
励
ま
し

は
逆
効
果
。
温
か
く
見
守
り
ま

　

し
ょ
う
。

 

・
重
要
な
決
定
は
先
延
ば
し
に
さ

　

せ
ま
し
ょ
う
。
考
え
や
決
断
を

　

求
め
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

・
外
出
・
運
動
・
気
分
転
換
を
勧

　

め
ず
、ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
ま
し
ょ

　

う
。

 
・
家
事
な
ど
日
常
生
活
上
の
負
担

　

を
減
ら
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 

・
で
き
る
だ
け
受
診
に
付
き
添
い

　

ま
し
ょ
う
。

 

・
き
ち
ん
と
薬
を
飲
む
よ
う
に
気

　

を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
は
早
期
に
発
見
し
適
切

な
治
療
を
受
け
れ
ば
全
快
が
望
め

る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
に
症
状

を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

治
療
の
基
本
は
、休
養
と
抗
う
つ

薬
を
中
心
と
し
た
薬
物
療
法
で
す
。

　

う
つ
病
の
サ
イ
ン
に
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
医
療
機
関
（
精
神

科
、
心
療
内
科
等
）
や
相
談
機
関

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
族
や
周
囲
の
人
の
理

解
と
支
援
が
う
つ
病
の
回
復
を
助

け
ま
す
。

相　談　機　関 電話番号
竹田市福祉事務所 63-4811

市
役
所

健康増進課 63-4810
荻総合支所市民生活課 68-2214
久住総合支所市民生活課 76-1419
直入総合支所市民生活課 75-2142

竹田保健所 63-2187
大分県精神保健福祉センター 097-541-6290
こころの電話 097-541-0878

9月は健康増進普及月間です。
統一標語

　「1に運動、2に食事
　　しっかり禁煙　最後にクスリ
　～良い生活習慣は気持ちがいい！～」
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夏
の
朝
、
78
歳
の
女
性
が
救

急
車
で
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
結
果
、

太
も
も
の
骨
が
折
れ
て
い
て
、

そ
の
た
め
に
身
動
き
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
話
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。
前
日
の
夜
、
寄

り
合
い
が
あ
り
、
缶
ビ
ー
ル
を

一
本
飲
ん
だ
。
会
合
が
終
わ
っ

て
、
一
人
で
歩
い
て
自
宅
に

帰
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
真
っ
暗

だ
っ
た
の
で
道
か
ら
２
㍍
下
の

畑
に
転
落
し
た
。
こ
の
時
に
骨

が
折
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
何
と

か
道
ま
で
這
い
上
が
ろ
う
と
し

た
が
、
ど
う
や
っ
て
も
上
れ
な

か
っ
た
。
近
く
に
民
家
も
な
い

し
、
人
通
り
も
な
い
の
で
、
草

む
ら
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
に

決
め
た
。一
人
暮
ら
し
な
の
で
、

自
分
が
家
に
帰
ら
な
い
こ
と
を

誰
も
気
付
い
て
く
れ
な
い
だ
ろ

う
。
蚊
が
う
る
さ
い
の
と
心
細

さ
で
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
…

　

察
す
る
に
、
マ
ム
シ
が
出
て

き
て
咬
ま
れ
た
ら
と
心
配
だ
っ

た
で
し
ょ
う
し
、
野
犬
に
襲
わ

れ
る
こ
と
も
怖
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
い
つ
ま
で
待
て
ば
助
け
が

く
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
さ
ぞ
心

細
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
や
っ
と
夜
が
明
け
て

き
た
も
の
の
人
は
通
ら
ず
、
５

時
45
分
の
お
寺
の
鐘
が
鳴
っ
た

直
後
に
畑
の
持
ち
主
が
野
菜
を

採
り
に
来
た
の
で
、
声
を
か
け

て
事
情
を
説
明
し
救
急
車
を
呼

ん
で
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
患
者
さ
ん
が
幸
運
だ
っ

た
こ
と
は
、
マ
ム
シ
や
野
犬
に

襲
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
夏
で

雨
も
降
ら
な
か
っ
た
の
で
凍
え

る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
、
意

識
を
失
う
ほ
ど
の
大
怪
我
で
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
不
運
だ
っ
た
こ
と
は

一
人
暮
ら
し
な
の
で
家
に
帰
ら

な
い
こ
と
に
気
付
い
て
く
れ
る

人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
は
携
帯
電
話
を
持
つ
か
Ｇ
Ｐ

Ｓ
装
置
を
持
ち
歩
く
等
の
こ
と

が
必
要
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

一
人
暮
ら
し　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
18
〉

 

年
金
天
引
き
の
介
護
保
険
料

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
年

額
18
万
以
上
の
方
は
、
年
金
受
給

の
際
に
介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
特
別
徴
収
と
言

い
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
市
町
村

ご
と
に
異
な
る
た
め
、
市
町
村
で

保
険
料
額
を
決
定
し
て
社
会
保
険

庁
に
天
引
き
を
依
頼
し
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
の
方
は
介
護
保
険

特
別
徴
収
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

偶
数
月
の
年
金
か
ら
の
介
護
保

険
料
の
天
引
き
額
は
個
人
で
異
な

り
ま
す
が
、
４
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
合
計
額
は
所
得
段
階
の
額

に
な
り
ま
す
。
竹
田
市
で
は
４
月

と
８
月
に
介
護
保
険
特
別
徴
収
通

知
書
（
ハ
ガ
キ
で
剥
が
し
て
見
ま

す
）
を
送
付
し
、
天
引
き
額
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

末
送
付
の
通
知
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

10
、
12
、
２
月
の
３
回
で
年
間

保
険
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
る
た
め
、
10
月
か
ら
年

金
か
ら
の
天
引
き
額
が
変
わ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
遺
族
、
障
害
年
金
の
方
も
10

月
か
ら
年
金
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

 

激
変
緩
和
措
置
（
軽
減
）

　

地
方
税
法
改
正
の
た
め
昭
和

15
年
１
月
２
日
以
前
の
出
生
者

は
、
１
２
５
万
円
以
下
に
係
る
住

民
税
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
住
民

税
課
税
世
帯
（
所
得
段
階
の
第
４

段
階
、
第
５
段
階
）
に
な
っ
た
方

に
は
本
年
度
と
来
年
度
に
お
い
て

激
変
緩
和
措
置
を
実
施
し
、
左
記

の
と
お
り
の
介
護
保
険
料
と
な
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ 

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

所得段階 対 象 者 激変緩和措置 年間保険料

第 4段階

本 人 は 住
民税非課税
（世帯内に課
税者あり）

2→4段階の激変緩和 34,000 円

3→4段階の激変緩和 42,800 円

な　し 51,600 円

第 5段階

本人は住民
税課税で本
人の合計所
得 200 万円
未満

2→5段階の激変緩和 38,700 円

3→5段階の激変緩和 46,900 円

4→5段階の激変緩和 55,700 円

な　し 64,500 円

＜介護保険料特別徴収のイメージ図＞

※年金の現況届の提出遅れ等で年金受給
　が停止されると、特別徴収ができなく
　なります。
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みんなの
　　ひろば

平成17年
  9月生まれ

　　

　　

平
成
18
年
10
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

　

　　

　

　

老いてなお交流は楽し

　

竹
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
荻

支
部
は
、
８
月
５
日
に
荻
町
総
合

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
「
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
と
し
よ
り
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
は
じ
め
、

48
人
が
出
席
。
昼
食
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

お
た
ま
や
公
園
に
新
案
内
板

　

昭
和
39
年
に
結
成
さ
れ
た
竹

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

年
２
回
開
催
し
て
い
た
例
会
が

１
、０
０
０
回
に
達
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、お
た
ま
や
公
園
に
公
園
の

由
来
や
周
辺
地
域
の
案
内
を
記
載

し
た
新
し
く
大
き
な
案
内
板
を
設

置
、竹
田
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

↑新しい案内板と竹田ライオンズクラブ有志の皆さん

 

と
ん
ぼ
、
白
球
に
と
ま
る

　

第
28
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式

野
球
交
流
九
州
大
会
が
、
８
月
９

日
か
ら
11
日
に
か
け
て
竹
田
市
総

合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
九
州

各
県
の
代
表
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
、

㈱
松
井
組
が
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
地
用
レ
イ
キ
を
寄
贈
さ
れ
、

さ
っ
そ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
御
礼

　

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
で
、
第

２
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
益

金
は
53
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
益
金
は
、
年
末
開
催
予
定

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金

等
と
合
わ
せ
て
、
市
内
の
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
の
た
め
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



図書館
から

9月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❼

19　2006年9月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
風に舞い上がるビニールシート　　　　  森　　絵都
オシムの言葉～フィールドの向こうに人生が見える～　木村　元彦
まほろ駅前多田便利軒　　　　　　　　三浦しをん
ニューヨーク美術案内　　　　　　　　千住　　博
今から始める山のデジタル写真　　　　畠山　　高
一人で生きる人生の愉しみ方　　　　　川北　義則
日本沈没第二部　　　　　　　小松左京・谷　甲州
それからのパリ　　　　　　　　　　　雨宮　塔子
〔子どもの本〕
フェアリーレルム①～⑥　　　　エミリー・ロッダ
おとうさん、弥生遺跡へ行こう　　　　結城　昌子
ドラゴン・スレイヤー・アカデミー①～⑩　ケイト・マクミュラン
戦国の雲（白狐魔記）　　　　　　　　　斉藤　　洋
へんしんマラソン　　　　　　　あきやま　ただし
　　　　　　　　　　　ほか、150 冊購入しました。

　　　　　　　

竹田市立図書館の休館日
は4日㈪・11日㈪・18日
㈪・22日㈮・25日㈪です。

 「おはなしルーム」
日時　9月 6日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　9月 27日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「八十四歳。英語、イギリス、ひとり旅」
　　　　　　 　清川　妙（小学館）

　何かを始めるのに
遅すぎることはな
い！
　パワフルでユーモ
ラスな妙さんの旅
ノートを開いてみ
ませんか？

「つくってあそぼう　竹細工の絵本」
うちむらえつぞう・こんどうゆきお編（農文協）
　つくって、しらべ
よう！　自然や文
化の総合学習にわ
かりやすく楽しめ
る人気のシリーズ
です。このほかに
もたくさんそろっ
ていますよ！

　　　　　
　

頭
料
理
を
記
録
に
残
し
　

平
野
耕
治
さ
ん
（
68
）
が
大
分

魚
河
岸
50
周
年
記
念
と
「
同
業
の

方
が
店
を
た
た
ま
れ
る
中
で
、
記

録
を
残
そ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と

竹
田
名
物
頭
料
理
の
由
来
や
調

理
法
を
記
録
し
た
「
魚
河
岸
五
十

年―

竹
田
名
物
頭
料
理
と
と
も
に

―

」
を
自
費
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
や
購
入
の
お
問
い
合
せ

は
、  

☎
62‒

２
０
５
６
ま
で
。
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こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 7月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,321 人　　( － 33 人 )
　男性　12,782 人　 ( － 16 人 )
　女性　14,539 人　 ( － 17 人 )
世帯数　10,758世帯 (－18世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第18回

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草
地

に
生
育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
に
な

る
２
年
草
で
す
。
茎
は
地
面
上
に

斜
め
に
広
が
る
状
態
に
な
り
、
ま

と
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
生
の
葉
は
根
生
葉
は
ロ
ゼ
ッ

ト
状
に
な
り
ダ
イ
コ
ン
の
葉
を
連

想
さ
せ
て
羽

は
ね
じ
ょ
う状

に
裂
け
、上
部
の

も
の
は
裂れ

つ
へ
ん片

が
細
く
な
り
、上
の

葉
と
基
部
の
葉
で
は
ず
い
ぶ
ん
形

が
違
い
ま
す
。

　

秋
の
頃
、
花か

け
い茎

の
先
に
青
紫

色
の
径
４
㌢
ほ
ど
の
頭と

う
か花

（
複
数

の
花
が
集
ま
り
、
一
つ
の
花
の
よ

う
に
見
え
る
も
の
）
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
形
が
面
白
く
、
中
心
部
に

５
裂
す
る
小
さ
な
筒と

う
じ
ょ
う
か

状
花
、
外
側

は
唇

く
ち
び
る
じ
ょ
う

状
と
な
り
、
上
に
小
さ
な

２
裂
片
、
下
に
大
き
な
３
裂
片
の

舌ぜ
つ
じ
ょ
う
か

状
花
が
あ
り
、
と
て
も
独
特
な

形
を
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
の
和
名
の
由
来

は
、昔
、六ろ

く

部ぶ

（
修
行
す
る
行あ

ん
ぎ
ゃ
そ
う

脚
僧
）

と
呼
ば
れ
た
巡
礼
が
鐘か

ね

を
た
た
い

て
お
布ふ

せ施
を
も
ら
っ
た
こ
の
鐘
の

音
が「
松ま

つ
む
し虫

」と
い
わ
れ
、果
実（
写

真
）
の
形
が
そ
の
鐘
に
似
て
い
る

の
で
、松ま

つ
む
し
そ
う

虫
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
や
く
じ
ゅ

う
山
系
の
草
地
に
点
々
と
観
察
さ

れ
ま
す
が
、
ス
ス
キ
や
ノ
リ
ウ
ツ

ギ
の
侵
入
で
生
育
環
境
が
悪
く
な

り
激
減
し
ま
し
た
。
花
期
は
８
月

か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

マツムシソウ（マツムシソウ科）

◇
お
盆
を
過
ぎ
て
、
朝
夕
が
涼
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
雷
は
苦
手

で
す
が
、
窓
の
外
に
コ
オ
ロ
ギ
の

声
を
聞
く
と
、
秋
も
近
い
と
思
え

ま
す
。
◇
市
立
図
書
館
に
蔵
書
さ

れ
た
「
オ
シ
ム
の
言
葉
」
を
私
も

購
入
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
の
新
監
督
と
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
を
読
む
と
深
い

人
だ
と
認
識
を
改
め
ま
し
た
。
さ

て
、こ
の
本
の
中
に
、セ
ル
ビ
ア
の

ス
ト
イ
コ
ビ
ッ
チ
氏
へ
の
手
土
産

に
執
筆
者
が
大
分
の
焼
酎
を
持
っ

て
い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
ま
し
た
。
ぽ
つ
ん
と
出
て
き
た

大
分
の
地
名
が
な
ぜ
か
面
白
く
、

こ
の
焼
酎
は
な
ん
だ
ろ
う
？
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
吉
野
）

第59回大分県民体育大会
　竹田市選手団に、市民の皆さんの
声援をお願いします！
主日程
　9月 16日㈯～ 18日㈪
会　　場　県内 10市３町及び県外
実施競技　郡市対抗競技 34競技、公
　開競技 11競技
竹田市で開催される競技
　ソフトボール男子・女子（16 ～ 17
　日／竹田市総合運動公園、飛田川
　野球場、県立竹田商業高校）
　山岳（16～ 18日／久住山系）
竹田市選手団結団式
　9月 7日㈭　18:30 ～
　場所　竹田市体育センター
●お問い合せ　生涯学習課
　☎ 63-1111（内線 343・344）

   

平
成
18
年
10
月
１
日
現
在
で
総
務
省
統
計
局　
大
分
県
で
は

  

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

10
月
１
日
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
に
、
平
成

18
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
各
事
業
所
へ
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
記
入
漏
れ
の

な
い
よ
う
記
入
し
、
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
る
調
査
員
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  「
わ
か
り
ま
す　

暮
ら
し
と
社
会
の　

未
来
地
図
」

   

平
成
18
年
10
月
20
日
現
在
で
総
務
省
統
計
局　
大
分
県
で
は

  

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

全
国
の
約
８
万
世
帯
を
対
象
に
、
１
日
の
生
活
時
間
の
使
い
方
や

日
常
の
様
々
な
活
動
の
状
況
を
調
査
し
、「
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と
社

会
」
の
た
め
に
役
立
て
る
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
統
計
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係　

☎
63‒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）
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予
告
「
田
能
村
竹
田
と
竹
田
荘

　
　

〜
文
人
の
住
ま
い
と
書
画
〜
」

　

10
月
28
日
㈯
〜
11
月
19
日
㈰

　

文
化
の
日
か
ら
竹
楽
ま
で
の
期
間
中
、
南
画

の
里
竹
田
文
人
書
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
年

は
田
能
村
竹
田
の
書
画
と
竹
田
荘
の
関
わ
り
、

弟
子
た
ち
と
の
関
わ
り
が
テ
ー
マ
で
す
。
会
期

中
の
土
曜
日
に
は
、
文
人
講
座
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
秋
季
所
蔵
書
画
展

　

岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅲ
」

　

９
月
８
日
㈯
〜
10
月
22
日
㈰

　

田
近
竹
邨
六
曲
一
双
「
春
山
僊
奥
図
・
秋
溪

采
芝
図
」等
南
画
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
安
藤
宏
子
藍
染
絞
り
教
室

　
ぶ
ん
ご
遊
草
会
作
品
展
」

　

９
月
３
日
㈰
ま
で

「
井
田
孝
子
近
作
展
」

　

９
月
６
日
㈬
〜
21
日
㈭

第
８
回
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加
行
事

「
阿
南
英
行
油
絵
展
」

　

９
月
23
日
㈯
〜
10
月
15
日
㈰
午
前

※
９
月
５
日
、
22
日
は
、
展
示
替
え
の
た
め
お

　

休
み
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

　

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

佐
藤
義
美
記
念
館

 

秋
の
企
画
展
「
月
特
集
」

期
間　

９
月
９
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈭

場
所　

佐
藤
義
美
記
念
館

内
容　

佐
藤
義
美
作
品
展
示
「
月
特
集
」、
Ｃ

　

Ｄ
視
聴
コ
ー
ナ
ー（「
三
日
月
に
ぶ
ら
さ
が
っ

　

た
男
の
話
」）

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
】

日
時　

９
月
９
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

佐
藤
義
美
記
念
館

内
容　

稗
田
宰
子
名
誉
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
ト
ー
ク
、
く
ろ
あ
ん
朗
読
劇
「
三
日
月

　

に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
男
の
話
」

●
お
問
い
合
せ　

佐
藤
義
美
記
念
館

　

☎
63‒

２
６
５
０

 

第
２
回
竹
田
地
区
し
い
た
け
フ
ェ
ア

日
時　

９
月
12
日
㈫　

９
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　

志
賀
芳
美
氏
栽
培
施
設
敷
地
内
（
稲
荷

　

谷
〔
岡
の
里
ト
ン
ネ
ル
付
近
〕）

内
容　

○
×
ク
イ
ズ
、
し
い
た
け
入
り
大
鍋
汁

　

づ
く
り
、
生
産
施
設
見
学
、
生
し
い
た
け
も

　

ぎ
取
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等

主
催　

大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
竹
田
地
区

　

連
合
会
、
外

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
椎
茸
農
協
竹
田
支
部

　
（
中
城
）
☎
63‒

３
１
６
７

 

第
　

回
Ｌ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
22
日
㈮　

19
時
〜
21
時

場
所　

直
入
教
育
会
館
２
階
（
竹
田
温
泉
「
花

　

水
月
」
横
）

入
場
料　

無
料

内
容　

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
演
奏
の
様
子
や

　

風
景
等
を
見
な
が
ら
名
曲（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
第
19
番
・
日
本
の
歌
、

　

そ
の
他
）
を
鑑
賞
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会
事
務
局
（
堀
）

　

☎
63‒

１
８
２
３

 

第
27
回
竹
田
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

日
時　

９
月
30
日
㈯　

19
時
開
演

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　

大
人
５
０
０
円　

小
中
高
生
２
０
０
円

内
容　

３
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ

　

第
Ⅰ
部　

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
親
し
む　

全
10
曲

　

第
Ⅱ
部　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
《
白
丹

　
　
　
　
　

本
郷
さ
ん
一
家
》

　

第
Ⅲ
部　

組
曲
「
み
す
ず　

こ
の
道
」

主
催　

竹
田
混
声
合
唱
団

●
お
問
い
合
せ  

☎
63‒

４
１
５
４
（
波
田
野
）

 

第
２
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号

　

障
が
い
者
と
健
常
者
が
ふ
れ
あ
い
助
け
合
う

バ
ス
旅
行
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
参
加
を
希
望
す

る
障
が
い
者
と
支
援
・
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈰　

８
時
〜
16
時
30
分

　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
集
合

行
先　

大
分
マ
リ
ン
パ
レ
ス
「
う
み
た
ま
ご
」

定
員　

障
が
い
者
60
人
、
健
常
者
60
人

募
集
〆
切　

９
月
30
日
㈯

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

大
人　
　
　
　

３
、５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

２
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
ひ
ま
わ
り

　

号
を
走
ら
せ
る
会
実
行
委
員
長
（
山
本
）

　

☎
62‒
３
６
４
５

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
森
）

　

☎
63‒

１
５
４
４

16



たけたん情報 平成18年9月号 ❷

  

募　

集

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
補
欠
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
に
市
営
住
宅
等
が
空
き
家
に
な
っ
た
場

合
の
補
欠
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格　

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
で
、

　

収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

決
定
方
法　

書
類
審
査
及
び
実
態
調
査
を
行
い
、

　

適
格
者
は
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
順
位
を
決

　

定
し
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈮
〜
９
月
25
日
㈪

有
効
期
間　

10
月
１
日
㈰
〜
平
成
19
年
３
月
31

　

日
㈯

抽
選
日
時　

９
月
28
日
㈭　

９
時
30
分
〜

抽
選
場
所　

竹
田
市
役
所
本
庁
舎
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

産
業
建
設
部
建
設
課
庶
務
係

　

☎
63
─４
８
０
８

　

各
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　

荻　
　

☎
68
─２
２
１
１

　

久
住　

☎
76
─１
１
１
１

　

直
入　

☎
75
─２
２
１
１

第
７
回
た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」

　

竹
楽
実
行
百
人
会
で
は
、
里
山
の
環
境
保
全

と
市
街
地
の
商
業
観
光
の
融
合
を
目
的
に
、
今

年
も
「
た
け
た
竹
灯
籠
『
竹
楽
』」
を
開
催
し

ま
す
。市
民
や
観
光
客
の
皆
様
に
感
動
を
呼
び
、

こ
こ
に
住
ま
う
人
々
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
市
民
総
参
加
の
企
画
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

竹
楽
期
間
中
の
催
し
物
を
募
集
し
ま
す
。

例　

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
、
個
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー

募
集
〆
切　

９
月
15
日
㈮

※
屋
台
村
へ
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
募

　

集
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63
─２
６
３
８

平
成
18
年
度
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

　

身
近
な
環
境
問
題
、
安
全
な
食
生
活
等
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
を
や
さ
し
く
学
べ
る
セ

ミ
ナ
ー
を
無
料
開
講
し
ま
す
。

対
象
者　

一
般
消
費
者

内
容

第
１
回　

10
月
19
日
㈭　

13
時
〜
16
時

　

開
校
式
、
講
座
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の

　

対
策
」「
く
ら
し
と
法
律
」

第
２
回　

11
月
16
日
㈭　

13
時
〜

　

講
座
「
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て
」

　
「
生
活
設
計
及
び
年
金
」、
閉
校
式

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

募
集
人
員　

50
人

応
募
期
限　

９
月
20
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
く
ら
し
の

　

安
心
相
談
員
豊
肥
地
域
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
豊
後
大
野
市
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
０
９
７
４
─22
─１
０
０
１

　
（
内
線
２
４
２
１
）

　

℻
０
９
７
４
─22
─１
４
２
６

　

竹
田
市
商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７　

℻
63
─０
７
０
１

か
ぼ
す
の
ド
リ
ン
ク
ア
イ
デ
ア

　

露
地
か
ぼ
す
が
旬
を
迎
え
ま
し
た
。
焼
き
魚

や
鍋
物
に
は
も
ち
ろ
ん
、
身
体
に
良
く
お
い
し

い
か
ぼ
す
を
も
っ
と
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

か
ぼ
す
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
飲
み
物
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
焼
酎
、
カ
ク
テ
ル
、
紅

茶
、
蜂
蜜
…
あ
な
た
は
何
と
合
わ
せ
ま
す
か
？

部
門

　

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
部
門

応
募
方
法　

次
の
内
容
を
記
入
し
て
、は
が
き
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項　

①
ド
リ
ン
ク
の
名
称
、
②
ド
リ
ン

　

ク
に
使
う
材
料
名
と
分
量
、
③
作
り
方
、
④

　

ド
リ
ン
ク
の
特
徴
や
こ
だ
わ
り
、
⑤
ド
リ
ン

　

ク
の
写
真
又
は
イ
ラ
ス
ト
（
可
能
な
限
り
）

応
募
〆
切　

９
月
30
日
㈯
消
印
有
効

表
彰　

ア
イ
デ
ア
大
賞
10
点
を
選
定
し
、「
か

　

ぼ
す
青
果
・
果
汁
製
品
セ
ッ
ト
、
カ
ボ
た
ん

　

グ
ッ
ズ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
レ
シ
ピ

　

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
農
林
水
産
部
お
お
い

　

た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内

　

大
分
県
カ
ボ
ス
振
興
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
３
６
２
９
）

　

℻
０
９
７
─５
３
３
─７
１
２
１

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kabosu@
blue.oit-net.jp

大
分
Ｆ
Ｃ
ト
リ
ニ
ー
タ
招
待
席

　

大
分
Ｆ
Ｃ
ト
リ
ニ
ー
タ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
社
会
貢
献
を
目
的
に
「
マ
ル
ハ
ン
社
会
貢
献

シ
ー
ト
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
県
民
の
皆
様
の

観
戦
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

９
月
〜
12
月
開
催
の
６
試
合

会
場　

九
州
石
油
ド
ー
ム

募
集
対
象
者　

障
が
い
者
、
65
歳
以
上
の
高
齢

　

者
（
１
人
に
つ
き
同
伴
者
４
人
ま
で
可
能
）

申
込
方
法　

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は
が
き

　

に
て
、
次
の
事
項
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
、年
齢
、生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
観
戦
希
望
枚
数
、

観
戦
希
望
日
（
第
３
希
望
ま
で
）

申
込
〆
切　

９
月
30
日
㈯

そ
の
他　

申
込
み
は
１
人
１
回
ま
で
で
す
。

　

試
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
７
─５
３
３
─５
６
５
７

　

http://w
w
w
.oita-trinita.co.jp

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人LESPO

 International

　

〒
８
７
０
─０
０
２
２　

大
分
市
大
手
町
２
─

　

３
─17
─２
０
１　

大
分
中
村
病
院
社
会
貢
献

　

室
内
（
担
当
：
斉
藤
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
lespo.info

第
２
回
竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

10
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰

場
所　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

主
催　

竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　

大
会
実
行
委
員
会

参
加
資
格　

市
内
に
居
住
又
は
市
内
で
勤
務
す

　

る
方

部
門　

一
般
・
シ
ニ
ア
（
大
会
当
日
満
60
歳
に

　

達
し
た
方
）・
レ
デ
ィ
ー
ス

申
込
方
法　

実
施
要
綱
及
び
参
加
申
込
用
紙
を

９
月
の
お
し
ら
せ



❸ 2006年9月発行

　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・
竹
田
ノ
ー
ネ
ッ
ト

　

ゴ
ル
フ
練
習
場
・
地
区
世
話
人
（
上
野
寿
雄

　
〔
竹
田
〕、
立
川
昌
男
〔
荻
〕、
渡
辺
英
士
〔
久

　

住
〕、
佐
々
木
周
二
〔
直
入
〕）
か
ら
お
求
め

　

に
な
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
皆
様

　

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
工
藤
）

　

☎
63
─３
６
４
７

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
教
室

　

ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
国
や
文
化
に
興
味
を
持

ち
、
友
好
の
絆
を
深
め
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
国
際
交
流
員
ジ
ュ
リ
ウ

ス
・
フ
ィ
ン
ク
さ
ん
を
講
師
に
、
ド
イ
ツ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
教
室
を
無
料
開
催
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
19
時
〜
21
時
（
予
定
）

場
所　

直
入
国
際
交
流
会
館

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
75
─２
２
１
４

第
11
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
ツ
ア
ー

　

竹
田
市
に
多
く
点
在
す
る
石
橋
に
着
目
し
、

住
民
が
育
て
上
げ
た
文
楽
の
あ
る
里
を
訪
ね
、

「
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
14
日
㈯　

７
時
50
分

　

竹
田
市
観
光
協
会
前
集
合

定
員　

41
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
。

参
加
料　

５
、２
０
０
円

目
的
地　

高
森
田
楽
の
里
、
清
和
文
楽
館
、
他

主
催　

竹
田
市
観
光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

　

ド
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63
─２
６
３
８

第
21
回
竹
田
市
美
術
展

期
間　

10
月
17
日
㈫
〜
29
日
㈰

　

９
時
〜
17
時　

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

会
場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

応
募
資
格　

竹
田
市
在
住
で
高
校
生
以
上
の
人

出
品
点
数　

１
人
１
点

作
品
の
種
類　

日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・
工
芸
・

　

彫
刻
（
展
示
可
能
な
も
の
）

作
品
の
規
格　

作
品
の
大
き
さ
は
自
由
・
額
装

　

す
る
こ
と
（
10
号
以
上
の
硝
子
装
は
不
可
）

出
品
料　

一
般　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

学
生　
　
　
５
０
０
円

搬
入
日　

10
月
15
日
㈰　

13
時
〜
14
時

搬
出
日　

10
月
29
日
㈰　

16
時
〜
17
時

※
不
可
抗
力
に
よ
る
作
品
の
破
損
に
つ
い
て
は
、

　

一
切
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

第
21
回
竹
田
市
美
術
展
運
営
委
員
会

　

☎
62
─２
４
１
６
（
事
務
局　

川
野
和
男
）

し
い
た
け
応
援
隊

　

県
内
の
椎
茸
生
産
地
で
短
期
に
作
業
応
援
で

き
る
心
身
と
も
に
健
康
な
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

椎
茸
採
り
・
駒
打
ち
等
は
山
仕
事
で
す
が
、

コ
ツ
を
つ
か
め
ば
誰
に
で
も
で
き
る
作
業
で
す
。

募
集
〜
応
援
の
流
れ

①
申
込
後
、
地
区
説
明
会
を
経
て
、
県
と
大
分

　

県
椎
茸
農
協
（
以
下
Ｏ
Ｓ
Ｋ
と
し
ま
す
）
が

　

実
施
す
る
研
修
を
受
け
ま
す
。

②
Ｏ
Ｓ
Ｋ
に
隊
員
登
録
を
し
ま
す
。

③
紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
に
行
き
ま
す
。

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　

を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
等
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
地
区
説
明
会
の
案

　

内
を
送
付
し
ま
す
。

留
意
事
項　

研
修
、
登
録
、
紹
介
は
無
料
で
す
。

　

研
修
修
了
者
の
活
動
に
は
最
低
賃
金
（
時
給

　

６
１
０
円
）
を
保
証
し
ま
す
。
な
お
、
５
年

　

以
上
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
時
期　

10
月
２
日
㈪
〜
随
時

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
豊
肥
振
興

　

局
生
産
流
通
部
椎
茸
班
（
山
本
・
飯
田
）

　

☎
63
─３
１
７
７
（
内
線
３
２
５
）

　

℻
63
─３
５
８
５

  

イ
ベ
ン
ト

荻
愛
育
班
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会 

　

荻
愛
育
班
で
は
、
会
員
が
育
て
た
ジ
ャ
ン
ボ

か
ぼ
ち
ゃ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ

か
ぼ
ち
ゃ
大
会
に
も
出
品
し
ま
す
。

日
時　

10
月
６
日
（
金
／
予
定
） 

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア 

第
６
回
中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

日
時　

10
月
７
日
㈯ 

〜
８
日
㈰　

９
時
〜

場
所　

道
の
駅
波
野
「
神
楽
苑
」（
熊
本
県
）

※
第
15
回
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
同
日
開
催

主
催　

中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
実
行

　

委
員
会

●
お
問
い
合
せ　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課 

　

☎
68
─２
２
１
４

第
１
回
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ

第
27
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

　

荻
地
域
の
特
産
品
「
ト
マ
ト
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
新
規
イ
ベ
ン
ト
を
ふ
る
さ
と
祭
り
と
併
催

し
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈯　

９
時
〜
16
時

場
所　

荻
中
央
公
民
館
・
駅
前
通
り

●
お
問
い
合
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
荻
町
商
工
会
）

　

☎
68
─２
２
０
９

  

国　

体

ハ
ゲ
イ
ト
ウ
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
竹
田
市
実
行

委
員
会
で
は
、
国
体
に
あ
わ
せ
て
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
30
鉢
の
葉は

げ
い
と
う

鶏
頭
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
育
て
て

い
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
お
世
話
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

葉
鶏
頭
を
育
て
種
を
回
収
し
て
い

　

た
だ
け
る
方
、
お
お
い
た
国
体
で
花
い
っ
ぱ

　

い
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

寸
法　

65
×
30
×
30
㌢

応
募
〆
切　

９
月
15
日
㈮

そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

め
じ
ろ
ん
、
人
気
上
昇
中
！

　

県
鳥
「
め
じ
ろ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
お

い
た
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
め
じ
ろ
ん
」
グ
ッ

ズ
が
大
人
気
で
す
。

竹
田
市
実
行
委
員
会

で
も
国
体
機
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
め

じ
ろ
ん
刺
繍
入
り
オ

リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

か
わ
い
い
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
や
ぬ
い
ぐ
る
み
等
の
グ
ッ
ズ
も
あ
わ
せ

て
、
ぜ
ひ
購
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ャ
ツ
（
カ
ラ
ー
・
サ
イ
ズ
各
種
）

　

ポ
ロ
シ
ャ
ツ　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド　

４
、２
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

　

体
竹
田
市
実
行
委
員
会

　

☎
63
─４
８
２
２



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈮ ・子育てサークル交流会 9:00 ～ 15:00（久住保健センター）　・防災の日　・全国一斉「子どもの人権 110 番」強化週間  ☎ 0570-070-110（3日
まで）　・防災週間・建築物防災週間（5日まで）

2 ㈯ ・西ノ宮社八朔祭（3日まで／歴史資料館駐車場他）
・桑迫神社大祭

3 ㈰ ・西ノ宮社八朔祭（歴史資料館駐車場他）　・救急医療週間（9日まで）
・選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（7日まで／選挙管理委員会事務局）

4 ㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

5 ㈫
6㈬ ・竹田市畜産共進会 8:30 ～ 16:00（竹田市久住家畜総合センター［久住］）

・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）

7 ㈭ ・善神王祭（岡神社他［竹田］）　・第 59回大分県民体育大会竹田市選手団結団式 18:30 ～ 20:00（竹田市体育センター）
・竹田温泉「花水月」休館日

8 ㈮ ・大分県戦没者追悼式（別府ビーコンプラザ［別府市］）　・国有地競売入札受付（22日まで /九州財務局管財部〔熊本〕）
・平成 18年度狩猟免許試験受付〆切

9 ㈯ ・佐藤義美記念館秋の事業（佐藤義美・月特集）オープニングイベント 13:30 ～ 15:00（佐藤義美記念館）
・救急の日　・くじゅうの日久住文化協会発表会 18:30 ～（くじゅうサンホール［久住］）

10㈰ ・下水道の日

11㈪ ・平成 18年度下水道設備工事責任技術者更新講習受付（25日まで）　・平成 18年度後期調理技術審査・技能検定試験受付（10月 10日まで）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・警察相談の日

12㈫ ・第 2回竹田地区しいたけフェア 9:30 ～ 14:30（岡の里トンネル付近［竹田字稲荷谷］）　・平成 18年度全国労働衛生週間説明会 14:00 ～ 16:00（エ
イトピアおおの小ホール［豊後大野市三重町］）　・水路記念日

13㈬ ・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎 6階 61会議室［大分市］）
・ひきこもり家族教室第 1回「ひきこもりとは」13:00 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター［大分市］）

14㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

15㈮ ・第 59回大分県民体育大会（18日まで）　・老人の日・老人週間（21日まで）　・第 7回たけた竹灯籠「竹楽」催し物募集〆切（竹田市観光協会）
・青少年の日

竹田市のこよみ9月
2006年

・竹田市発足 1周年記念事業「秋・久住高原フェスタ」（久住
　グリーンフィールド〔久住町グライダー滑空場〕他）
　・第 36回久住高原祭り・第 5回久住高原牛肉祭り・第 3
　　回ロールペイント大会　10時～ 15時（10月 7日）
　・第 23 回竹田薪能 16:30 ～ 19:00（10 月 7 日／三日月
　　岩前水上舞台［岡本］）
　・ミュージカル「カントリーチャレンジャー」18:30 ～ 20:30
　　（10月 7日／くじゅうサンホール［久住］）
　・TAO公演「BEAT OF GLOBE2006 SPECIAL」16:00
　　～ 19:00（10 月 8日）
　・花火大会 19:00 ～ 19:45（10 月 8日）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

16㈯ ・第 59回大分県民体育大会総合開会式 9:00 ～（別府アリーナ［別府市］）
・第 59回大分県民体育大会「ソフトボール男子・女子」（17日まで／竹田市総合運動公園他）・「山岳」（18日まで／久住山系）

17㈰ ・第 59回大分県民体育大会（18日まで）　・橘木神社秋季大祭
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「里山秋の岡城跡」9:00 竹田市役所集合（※ 2）

18㈪ ・第 59回大分県民体育大会
・敬老の日　・家庭の日

19㈫ ・食育の日
・県病健康教室「家庭で役立つ救急看護あれこれ～心筋梗塞･脳卒中・高齢者の骨折～」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）

20㈬ ・第 2回竹田市交通安全市民大会 14:00 ～ 16:00（くじゅうサンホール［久住］）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・市営住宅等
補欠入居者募集〆切（建設課）　・平成18年度消費生活セミナー受講生募集〆切（商工観光課）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・動物愛護週間（26日まで）　・空の日・空の旬間（30日まで）

21㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）　・竹田温泉「花水月」休館日
・秋の全国交通安全運動（30日まで）　・漁船海難防止強化旬間（30日まで）

22㈮ ・第 16回 LDコンサート 19:00 ～ 21:00（直入教育会館［竹田］）
・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（大分東洋ホテル 2階［大分市］）

23㈯ ・秋分の日

24㈰ ・結核予防週間（30日まで）
・環境衛生週間（10月 1日まで）

25㈪ ・悩まず　どんとこい労働相談週間　☎ 097-536-3650（29 日まで／大分県労働委員会事務局）　
・恵良原天満社秋季大祭　・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

26㈫
27㈬ ・特定計量器定期検査：直入町全域 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00（直入町中央公民館）

・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

28㈭ ・特定計量器定期検査：久住・白丹地区 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 14:30（久住町中央公民館）　・特許・商標等の弁護士無料相談会 13:00 ～ 15:30（竹
田商工会議所）　・竹田温泉「花水月」休館日

29㈮ ・平成 18年度身体障がい者を対象とした大分県職員採用選考受付（10月 18日まで）
・特定計量器定期検査：都野地区 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 14:30（JA大分みどり都野支店）

30㈯ ・第 27回竹田混声合唱団定期演奏会 19:00 ～（竹田市文化会館大ホール）　・禰疑野神社大祭（ねぎのさま）　・荻神社秋季大祭　・田代神社秋季
大祭　・第 2回竹田市ひまわり号参加者募集〆切

月 　 間
・

その他

・知的障害福祉月間　・障害者雇用支援月間　・ほっとウィーク　・がん制圧月間　・健康増進普及月間　・オゾン層保護対策推進月間　・夏の省エネキャンペーン　・緑の募金（秋）（10
月 31日まで）　
・竹田市発足 1周年記念事業「健康のまちづくり推進大会」12:40 ～（10月 1日／竹田市文化会館）　・固定資産税 3期、国民健康保険税 3期、介護保険料 3期納期限（10月 2日）　・特定
計量器定期検査：荻町全域（10月 3日）、竹田地域（10月 4～ 5日）、竹田市全体予備日（10月 6日）　・竹田市荻愛育班ジャンボカボチャ大会 9:00 ～（10月 6日／福祉健康エリア「荻」）

平成 18年度人権啓発フェスティバル
ヒューマンフェスタ 2006おおいた
日時　9月 30日㈯　10:00 ～ 17:00
　　　10月 1日㈰　10:00 ～ 16:00
場所　ビーコンプラザ（別府市）
1 日目　人権シンポジウム、ASIMOショー、
　　　　中島啓江コンサート、他
2 日目　常田富士男トークショー、県内外物
　　　　産展、他
●お問い合せ　大分県生活環境部人権・同和
　対策課☎ 097-536-1111（内線 3176）
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案　

内

国
有
地
競
売

　

下
記
国
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
（
期
間
入

札
）
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

売
払
物
件
所
在
地　

大
分
県
竹
田
市
大
字
竹
田

　

字
山
川
２
２
１
５
番
２

区
分　

土
地
、
工
作
物

登
記
地
目
（
種
目
等
）　

宅
地

数
量　

１
９
９
・
１
９
平
方
㍍
・
一
式

都
市
計
画
上
の
制
限

　

用
途
地
域　

一
種
住
居

　

建
ぺ
い
率
／
容
積
率　

60
％
／
２
０
０
％

最
低
売
却
価
格　

非
公
表

入
札
受
付
期
間
（
郵
送
等
に
よ
る
受
付
期
間
）

　

９
月
８
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
22
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
必
着
）

入
札
場
所　

〒
８
６
０‒

８
５
８
５　

熊
本
市

　

二
の
丸
１
番
２
号　

熊
本
合
同
庁
舎
１
号
館

　

３
階　

財
務
省
九
州
財
務
局
管
財
部
統
括
国

　

有
財
産
管
理
官

開
札
日
時　

９
月
27
日
㈬　

10
時
〜

開
札
場
所　

熊
本
合
同
庁
舎
１
号
館
３
階
九
州

　

財
務
局
第
１
会
議
室

そ
の
他　

入
札
書
等
用
紙
は
、
９
月
22
日
㈮
ま

　

で
の
間
、
大
分
財
務
事
務
所
に
お
い
て
交
付

　

し
ま
す
（
土･

日
・
祝
日
を
除
く
）。

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
管
財
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
１
０
７
（
内
線
57
）

特
定
計
量
器
定
期
検
査

　

計
量
器
を
取
引
又
は
証
明
に
お
け
る
法
廷
計

量
単
位
に
よ
る
計
量
（
は
か
り
売
り
、
商
品
の

詰
め
込
み
、
薬
の
調
剤
、
米
・
野
菜
等
の
出
荷

等
）
に
使
用
す
る
者
は
、
県
知
事
が
行
う
定
期

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

検
査
日
程
・
対
象
地
域
（
地
区
）・
会
場

９
月
27
日
㈬

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

　

直
入
町
全
域
（
直
入
町
中
央
公
民
館
）

９
月
28
日
㈭

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

　

久
住
・
白
丹
地
区
（
久
住
町
中
央
公
民
館
）

９
月
29
日
㈮

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

　

都
野
地
区
（
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
都
野
支
店
）

10
月
３
日
㈫

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
〜
15
時

　

荻
町
全
域
（
荻
町
中
央
公
民
館
）

10
月
４
日
㈬

　

10
時
〜
12
時　

岡
本
・
明
治
・
豊
岡

　

13
時
〜
15
時　

竹
田
・
片
ヶ
瀬

　
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

10
月
５
日
㈭

　

10
時
〜
12
時　

入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
・
宮
城
・

　

城
原
、
13
時
〜
15
時　

玉
来
・
松
本
・
菅
生

　
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

10
月
６
日
㈮

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
〜
15
時　

竹
田
市
全

　

体
予
備
日
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63‒

４
８
０
７

　

各
総
合
支
所
商
工
観
光
課
（
荻
は
産
業
課
）

　

荻　
　

☎
68‒

２
２
１
５

　

久
住　

☎
76‒

１
１
１
７

　

直
入　

☎
75‒

２
２
１
４

ご
存
じ
で
す
か
？　

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
等
の
犯
罪
の
被
害

に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪

し
を
、
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審
査

す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
63‒

２
０
４
０

ご
存
知
で
す
か
？　

公
証
制
度

　

法
務
大
臣
か
ら
認
証
さ
れ
た
公
証
人
は
、
各

種
契
約
や
遺
言
等
に
関
す
る
公
正
証
書
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
裁
判
等
で
強
力

な
証
拠
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
紛
失
や
改
ざ

ん
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
正
証
書
遺
言
に

よ
り
遺
産
相
続
に
伴
う
親
族
間
の
紛
争
を
防
止

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
公
証
人
役
場
で
は
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
公
証
人
役
場

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
８
８
８

  

試　

験

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

大
分
県
職
員
採
用
試
験

職
種　

一
般
事
務
１
人

受
験
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
で
き
る
人
。
か
つ
、
昭

和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人
。

第
１
次
選
考　

11
月
５
日
㈰

募
集
期
間　

９
月
29
日
㈮
〜
10
月
18
日
㈬

そ
の
他　

募
集
要
項
等
は
、
県
振
興
局
等
で
配

　

布
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

公
務
員
課
試
験
・
審
査
班

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒
１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

  

教　

育

大
分
県
奨
学
会
予
約
奨
学
生

対
象　

平
成
19
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

　

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学
を

　

希
望
し
て
い
る
者

募
集
期
間　

９
月
中
旬
ま
で

貸
与
期
間　

平
成
19
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
標
準
修
業
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で
。

貸
与
月
額

　

１
８
、０
０
０
円
〜
３
５
、０
０
０
円

そ
の
他　

募
集
は
在
学
す
る
学
校
を
通
し
て
行

　

い
ま
す
。
詳
し
く
は
奨
学
金
担
当
の
先
生
に

　

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
奨
学
金
は

　

返
還
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
１
４
・
５
６
２
０
）

  

環
境
衛
生

ゴ
ミ
収
集
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

竹
田
地
域
の
一
部
で
は
４
月
か
ら
午
前
・
午

後
と
時
間
を
設
定
し
て
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
収
集
効
率
を
把
握
す
る
た
め
、
10
月

か
ら
３
月
31
日
ま
で
、
試
行
的
に
午
前
・
午
後

の
指
定
を
な
く
し
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
午
後
設
定
の
地
区
で
収
集
時
間
が
早

ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

該
当
地
区
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
、
朝
８
時
ま
で
に
ゴ
ミ
収

　

集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
地
区

　

竹
田
（
川
向
、
城
北
町
、
濁
淵
の
一
部
〔
濁

　

淵
ト
ン
ネ
ル
か
ら
土
居
燃
料
ま
で
〕）、
豊
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岡
（
下
木
、
上
下
木
、
三
砂
、
屏
風
ヶ
渕
、

　

上
平
、一
本
木
、
赤
坂
、鏡
、七
里
、千
引
、
七

　

里
団
地
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
七
里
、
ニ
ュ
ー
タ

　

ウ
ン
七
里
南
）、
松
本（
大
津
留
上
・
下
、
松

　

円
、
下
矢
倉
団
地
）

家
庭
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

　

現
在
、
分
別
の
悪
い
ゴ
ミ
が
よ
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
私
く
ら
い
…
と
思
っ
て
も
、
ま
と
ま

れ
ば
再
分
別
の
手
間
が
ゴ
ミ
処
理
の
大
き
な
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

分
別
種
類

燃
や
せ
る
ゴ
ミ　

十
分
水
切
り
を
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

資
源
ゴ
ミ　

び
ん
・
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア
ル
ミ
缶
・

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

不
燃
ゴ
ミ　

コ
ッ
プ
・
ガ
ラ
ス
・
ス
プ
レ
ー
缶
・

　

傘
・
油
び
ん
等

廃
プ
ラ
ゴ
ミ　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
イ
・

　

弁
当
容
器
等

※
出
し
方
の
わ
か
ら
な
い
方
は
、
以
前
配
布
し

　

ま
し
た
「
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
、出
し
方
」

　

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
分
別
が
で
き
て
い
な
い
ゴ
ミ
（
袋
）
は
警
告

　

シ
ー
ル
を
貼
り
収
集
し
ま
せ
ん
。ま
た
、指
定

　

の
袋
以
外
は
収
集
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

環
境
衛
生
課

　

☎
63‒

４
８
２
１

  

福　

祉

敬
老
会
行
事
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
市
内
の
各
地
区
社
協
及
び
地

区
、
自
治
会
等
が
敬
老
行
事
を
行
っ
た
場
合
、

高
齢
者
（
70
歳
以
上
の
方
が
対
象
）
１
人
に
対

し
６
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
補
助
金
は

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
い
、
広
く
敬
老
の

思
想
を
普
及
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
地
域

住
民
と
の
交
流
を
は
か
る
た
め
補
助
す
る
も
の

で
す
。

申
請
期
間　

９
月
〜
10
月
末
日
ま
で

提
出
書
類　

申
請
（
交
付
申
請
書
、
名
簿
、
理

　

由
書
、事
業
計
画
書
、予
算
書
、効
果
説
明
書
）、

　

行
事
終
了
後
（
請
求
書
、
成
績
書
、
決
算
書
）

※
申
請
書
類
は
福
祉
事
務
所
及
び
各
総
合
支
所

　

市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

提
出
先　

福
祉
事
務
所
及
び
各
総
合
支
所
市
民

　

生
活
課

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

荻　
　

☎
68‒

２
２
１
４

　

久
住　

☎
76‒
１
１
１
３

　

直
入　

☎
75‒
２
１
４
２

  

年　

金

ま
と
め
て
前
納
、
お
得
に
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
他
に
前

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
に
は「
納
付
書（
現

金
）
に
よ
る
前
納
」
と
「
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
」
が
あ
り
、保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

例
：
６
か
月
の
年
金
保
険
料
を
納
め
た
場
合

毎
月
納
め
る
と
…　

８
３
、１
６
０
円

納
付
書
（
現
金
）
で
前
納
す
る
と
…

　

８
２
、４
８
０
円
（
６
８
０
円
割
引
）

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
…

　

８
２
、２
２
０
円
（
９
４
０
円
割
引
）

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
９
月
末
ま
で
に
社

会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

農　

業

安
心
・
安
全
の
農
薬
使
用
に
つ
い
て

　

５
月
29
日
か
ら
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
（
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
導
入)

に
よ
り
、
従

来
は
残
留
基
準
が
な
か
っ
た
農
薬
に
も
基
準
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
除
対
象

作
物
の
周
辺
に
あ
る
農
作
物
か
ら
飛
散
し
た
農

薬
が
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
の
使
用
者
は
、
周
辺
農
作
物
へ
の
農
薬

飛
散
の
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
今
ま
で
以
上
に

適
正
使
用
を
徹
底
し
、
ま
た
、
防
除
圃
場
の
周

辺
に
作
物
の
あ
る
農
家
は
、
飛
散
し
た
農
薬
の

影
響
を
受
け
な
い
よ
う
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
の
農
業
で
は
農
薬
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
が
、
安
心
安
全
の
た
め
に
、
農
薬
使
用
者
だ

け
で
な
く
近
所
に
作
付
け
を
す
る
農
家
も
農
薬

使
用
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
合
い
、
お
互
い
が

協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
散
布
日
時
や
飛
散
防
止
対
策

等
の
検
討
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
営
農
部

　

☎
63‒

１
２
２
４

　

豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

☎
63‒
３
１
７
７

  

求　

人

◇
測
量
土
木
設
計
技
術
者
１
人
30
〜
50
才
25
〜

40
万
◇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
人
年
齢

不
問
12
万
◇
保
育
士
１
人
年
齢
不
問
13
・
２
万

◇
歯
科
衛
生
士
又
は
助
手
１
人
年
齢
不
問
15

〜
18
万
◇
看
護
師
１
人
年
齢
不
問
14
・
３
〜

21
・
６
万
◇
正
・
准
看
護
師
１
人
年
齢
不
問

16
・
１
〜
18
・
４
万
◇
作
業
療
法
士
１
人
年
齢

不
問
23
〜
25
万
◇
介
護
支
援
専
門
員
１
人
年
齢

不
問
14
〜
20
万
◇
事
務
・
フ
ロ
ン
ト
１
人
20
〜

45
才
14
・
４
万
◇
フ
ロ
ン
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
１
人

18
〜
35
才
11
・
７
〜
12
・
１
万
◇
ホ
テ
ル
サ
ー

ビ
ス
１
人
18
〜
30
才
13
・
５
〜
17
・
６
万
◇
フ

ロ
ン
ト
受
付
１
人
30
才
以
下
12
・
５
万
◇
フ
ロ

ン
ト
接
客
調
理
補
助
１
人
20
〜
45
才
14
・
９
万

◇
警
備
員
１
人
55
〜
60
才
12
〜
14
万
◇
調
理

（
店
長
候
補
）
１
人
年
齢
不
問
15
〜
20
万
◇
ダ

ン
プ
運
転
手
２
人
24
〜
45
才
16
〜
25
万
◇
自

動
車
部
品
製
造
検
品
１
人
18
〜
50
才
13
・
４

〜
24
万
◇
整
備
士
１
人
年
齢
不
問
15
・
８
〜

21
・
１
万
◇
土
木
技
術
者
見
習
１
人
18
〜
40
才

15
〜
25
万
◇
椎
茸
選
別
作
業
員
１
人
18
〜
39
才

11
・
４
〜
13
・
１
万
◇
養
鶏
作
業
員
１
人
年
齢

不
問
13
・
５
万
◇
選
果
作
業
員
２
人
年
齢
不
問

12
・
９
〜
14
・
４
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

  

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
８
月
号
「
竹
田
市
の
追
悼
者
一

覧
」
の
中
で
、
次
の
方
を
誤
っ
て
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
ご
遺
族
、
関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

　

堀
靜
子
様
、
三
浦
民
子
様
、
工
藤
達
雄
様
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乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

□
竹
田
市
で
は
保
護
者
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、
平
成
18
年
10

月
受
診
分
か
ら
県
の
制
度
が
変
わ
り
、
保
護
者

の
一
部
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

竹
田
市
で
は
少
子
化
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
保
護
者
の
負
担
が
な
い
よ
う
、
一
部
負

担
金
や
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ
い
て
は
市
が

支
払
い
ま
す
。

　

対
象
は
出
生
か
ら
就
学
前
の
３
月
31
日
分
ま

で
の
医
療
費
で
、
２
つ
の
助
成
方
法
が
あ
り
ま

す
。

医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
う
必
要
が
な

い
（
現
物
給
付
）
方
法

○
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

○
県
内
の
医
療
機
関
、
調
剤
薬
局
で
薬
の
処
方

　

を
受
け
た
場
合

医
療
機
関
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
の
一
部
ま

た
は
全
額
を
支
払
い
、
あ
と
で
市
役
所
に
還
付

申
請
を
す
る
（
償
還
払
い
）
方
法

　

こ
の
方
法
は
次
の
場
合
に
と
ら
れ
ま
す
。

○
医
療
機
関
窓
口
で
、
受
給
資
格
者
証
の
提
示

　

を
し
な
か
っ
た
場
合

○
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

○
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
、
補
装
具
の
作
成

○
入
院
時
食
事
療
養
費

　

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
の

証
明
又
は
保
険
点
数
と
領
収
印
の
あ
る
領
収
証

を
添
え
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
交
付
申
請

書
を
健
康
増
進
課
又
は
総
合
支
所
市
民
生
活
課

窓
口
に
提
出
し
、
還
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
は
診
療
の
翌
月
か
ら
１
年

以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
の
た
び
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
乳
幼
児
医

療
費
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す
。
10
月
１
日
に

間
に
合
う
よ
う
９
月
末
に
配
達
証
明
付
郵
便
で

送
り
ま
す
。
10
月
５
日
ま
で
待
っ
て
も
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
63‒
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
・
１
７
２
）

 

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
２
回
接
種

と
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
期　

生
後
12
か
月
〜
生
後
24
か
月
未
満

２
期　

５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、

　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の
１
年
前

　

の
日
か
ら
小
学
校
就
学
期
に
達
す
る
日
の
前

　

日
（
３
月
31
日
）
ま
で

　

既
に
幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
の
保
護
者
に
は

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ご
不
明
な
点

は
健
康
増
進
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民
生
活
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
に
つ
い
て
省
略

さ
れ
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。 　大分県教育委員会では、障がいのある幼児につ

いての就学相談を実施します。
日時　10月 11日㈬　10時～ 16時
場所　豊後大野市中央公民館（三重町内田 881）
内容　就学や保育・教育に関すること、障がいの
　　　ある幼児の指導や接し方について
相談員　医師、大学教授、児童相談所相談員、特
　　　別支援教育関係者等
その他　相談無料。秘密厳守。個別指導。
●お問い合せ・申込み
　竹田市教育委員会学校教育指導室　☎63-4816

障
が
い
児
巡
回
就
学
相
談
開
催

くじゅうの日文化協会発表会
日時　９月９日㈯　18時 30分～
場所　久住中央公民館
内容
展示発表
　久墨会（書道）・手芸グループ
舞台発表（くじゅうサンホール）
　久住演劇舞踊愛好会、久住社交ダンスクラブ、鈴布弥
　会、大船・米賀分会、久謡会、のぎく・ぼだい樹の会
　※出場順ではありません。入場無料。
●お問い合せ　久住中央公民館　☎ 76-0717


